
T02
N69
1

日本における統計学の発展

第 1 巻

話 し 手  佐  藤 良一郎

聞 き 手 西 ’平 重  書

1980年10月24日（金）
1980年10月31日（金）
1980年11月14日（金）

統計数理研究所にて

典朽◎ 製95σ

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

 によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行音鈴木雪夫、竹内清、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（・推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご扶助を

得た。その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される・

 そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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イ左藤 森田優三さんのr俵計猛歴私記」ち開いてみまし

たら、第／回の徒汁学会の写真が出ているので．す。これ

ト細の緑改Φある人力㌦人人フてい多。その／人ぼ近藤
鷲ヒいラ人で、この人ヒの関休はこっち（雑誌r絞許」）

卜毛考いである付すが、私が索京高等師範⑦術属ヰ学

放ト来μざ（大丘6年）に、私よ1竹仕で・上席で教
学吃敢之てい仁んですよ。ながなが教学のできる人で、

それかレ寺かん気の人でして担。

両平 定生、その立からちまっとお請有レでいただけ表

せんか．1

佐・藤 請は断片的ドなろげれ一ビち、あな斤と話乞するつ

もりで気車看に書言言するから……。

 と毛かく、この第／同の絞計学会の写真を見素．して、

この。人が人っているの充見て、この人ト対して七なつか

レいし、この人ノ…一事哀見たとさトし当時のことが非常ト

締ヤかト馬い出さルるのでザこ糾推計学倉の茸／国
の京都での倉倉らレいです担。

 その1人の近藤驚  ツトムヒいラ字1ま天変むずかし

い．こんな室ばち占・と昔通ド見一ら札雇いですカ’ら・よ

く人は、罵乞烏と取ツ産えて、近二藤アヒノレヒい一でいまレ

た。（笑）

 私が軍草高等師範⑦術属い来たと青ドは、チ生は山内と
いジ家して、後で近藤と軟タ生したので・す。 こ・の人力、私よ

ハ東上の席で・その受持は、当時の中学校⑦3年生で、す

が、この人たち充／年室からずっと営年程仕をレ家して、

その糸目い拳迂掌を孝之之たんで丁わ。 その生存巳の中⑦せ間で

末く天日られている人をいいますと、こ①間亡＜店つ六甲
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島建蔽叱震事者の坪井、も二、それガ涌地圧亡、あ巧

いラ人斥ちの学后浸担任で’した。 そして、 このxたちの教

学を敢之たしです。ところが．邑の入声ちが3年分9≠
年トなると寺1二、山内（追薩）ざん峠盲蓉枝へ転准した

ので’す。 そこで“／～λ年勤めて、京都大学ヘゲ〒oて、亨、

都大学の敏学科舳麦して一．
酉平 盲学放卜勤φてから京都大営に入掌π㍍たので・
すか。

佐藤学生1二広ラて教学科（二人。た。そこを公て山口の

高等商業学校Φ教授ドな一て打って、それカ・ら多分附・

ユ～3年ごろでしょラな、イギリスヘ宙学さ作で、ロン
ドン大学のカーノレ・ヒθ7ソン（K訊H Fe瓦rβ◎凡） のとこ

うて“弟た詞・学ちゃってリ帝らオ1し穴1∠／くす。昭末口与年ト塀った

と厚い家チカ＼ら、帰・て早々のヒさト、こ⑦締ヤ掌倉が’

玲家つたんでしょうね。そテレて．会員ト庄っ六のだと思い
ます。

西平昭和6年岬よ7目京郡大学と書いであります加。
イ左藻 プ…レか昭和5年夏’ド塀ら牝たと尼います。ムロ高

等商業学1枚ですから、おそらく体当時の高等商業て徒計、

こと1こ数ラ室緑幸ヤ、要するト徒書ヤ濯誘ゴの方’ ﾊをやって、こい

という利ナで’、あるいi古ヤううヒいうわげて“行が柞たん

だとノ胃いまナ仏、をういう人なわですよ。

西平 イギリスぐ七麻計充勉茂なさったわぐすか。
イ左薩 カーノレ・ビァソソ（K孔r1Pe“soん）のところで’

統計をやったしです。

 ついで／二いいますと、色の前トカー／レ・ピア！イκa〆7
P c乱rβ。ん） の ヒ こうで、未た言十乞励7重したのは、 宇）1峰く太

郎さんが初あでしょうかね。それヵ・ら一、その次が戊賓清
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松（ん、すb係時重さん、軍イヤ1恒11ど〉なつζいるか、前

後は知リ柔亡んが、有川さん、灰’賓さん、プむ條さん、そ

れからム内さん、この中入がカーノレ・ヒ。アゾン（κぴ一1

pε孔ゲβoれ）（7）ヒごろで鬼ア強して、劣そこくイ亡率をして、

その仕事乞したヤつを「／ベィオメトリカ」卜於して李一ら

れます｛ そういう人なんです。
 こφ人1玄後卜新制大学トな、て、ムロカ・ら邸の大学

の敢育学師長トな’って・それで終わイカ’と層イい家

す。岐阜大学か、静岡ト来たのが、その虹！ま方よっヒ私

①言己決が俸、青リレないのですが、いず．れ！ニレても歓程

緬†学芝字灰して、そういク鰍系で釈計学会の会員ト底

られ仁と・思うのです．

 そ才しかレ、ちラ1入は谷口畜方一後列の一着右の方
①人・こ料ま程済学者くずが1当時の別ニカ’らい種ボ、

陳詩的な一冊完も必要だ一戸んだろクビ足い表す。二Φ人

肌私の卿軍の小学校ζば私Φ／年下、を払かゲ今度
1ま小学枚を虫て和歌｛県師範学校ト行ったんですが、師

範掌放でも一私よリ／年下。師範掌ネ芝乞全て／ト学才交の校柔

を3～4年一ヤリま←たかな。しかし・・卜学校①枚長ちし

ている問1っ、文卸省φ検定試験を受け家レて、これ律学

・科が何たつ斥かどうも。覆うの1こ一一。

    1私下先生傍聴ト釆られる〕

イ＝左藤 いま，弓ト張リ出ざテレて、昔話をして布るところで’
す．

 イ多身孝（育①才実定だったと疋㌧ていろ．ので．チ。毛の根定

言織ド有橋して・中鰍夏の雛充得まして、その資格
で東京高・等師範掌枝の厨玩相こ／年入って、そして今度

は京都大望の経済学郡ド入学し、乞の経済学部を卒葦し
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まレてすぐ肋敢授1二広リ宰した。5木うど峨’時経済ト人
リま1して、程涌二引玄当月采大分滴彦習したん・でテ。 ことに．

いわ中ろ紋制脅済的存ことで’ずいぶん活凄濯レて、歩一まリ

国家的色彩が斑い、あろいげいわ炉る軍苦戸脇カの色彩が

強いどいうれすで、戦彼レばらく八㌧ジr力’かってギン

麦し斥1クれども一後に、香川大学て“学柔屡学があって当

三里レて、香川六一学の学・長になって森ラ没し斥んです。

 小学枚毛師範学校杁私よソ／耳下で．すが、年1茎私よ

リ3カ目かψヵ同上なんですよ。私の桐rΦ高穿ノド学校卜

通ホしですが’、れラビ距離力＼らい之ば3千ロヤぐ’レ
いあソ客すカ・な。毛ご毛毎目通っ戸ん・です。 ヒころが…五

ラどざに・’‘ご本人Φ話なんです朴朝・家宅暗いうちに

法家レて、当時の戸さ物一そナじは薪ですが、そμ背

負って、こ。ごうテレビでヒさビぞ丈さ〆レろ、そして’r
雁、乳笑島」 で有名な爪ク七という㌧ころ家で、 こナしぼ距高佳に

レでいえば谷口君の家から6キロぐらいあリまレよク。
そこ麦て“薪充老臣いで定リ1二ぞ〒つ て、層リ1ニノト学才支へ禾仁

というんですよ。本人力＼らそラ閉かされ1てびっくリし六

ですな。われわれそれを末口らな力㌧たです。高等小学校

卜通ク間、それ毎日ヤーたんだらて。そのくらい非常
卜苦労レて竹上げ仁人なん・です、そクいウ／くが’ここに公

でいろ。

 これはこの写刻・連関レて、私1P緑改の深い人の話な

んです。

 と一ころで、こΦ第／．回のヒさΦ会員名簿があツ’家して、

これば昭和7キ／月末現狂ですが、こテレを馬表すと、孝文

学て字攻した人がワ人ばかツ入っています担。

 家ヂ・卜倉壷之助さん1、これば大阪の塩兄理仏事研究所
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ド動めておシ作た．宵易係険肩1こ当時効幼てあラれた亀

田童治朗さん。それカ・ら、竹ビ中し索レ純藤鷲ざん

（叫日高等商業学稜）、そ仏カ・ら穴管清松さん（名一古屋高

等商業学夜）、束札帝国大学の杯鶴一先生、セ⑦時分、相

当Φ欠寂たつ斥。そ杵かラ森敏桝さん、これ俸内閣釈訂
局に．あ’らル斥二それから宇）リ敏太郎さん、根浜高等工業
・ド当一 梛曹轤黷ｽ。を才しで宇勿ラ星の孝田寅労（んなんカ・毛、

ヤつ1ざリ会員ドノ＞＼っていますね。

 けから、方タうビ芳／固のあΦ時分1二ぱ・い柔の．教
理禾の統計学者毛だんだん出て玄て箔睦チるよう1二在っ

芦。そレて荻参ナ学会がでさたヒ｛に、負然Fそれ1こ参加

された・こラノ建います抑。

西平 手巳生ビラでし兵クカ＼ ここでそ⑦方々ドついてイ前

カ＼特ド、戸とえばソト倉金之助（んとカ’・・一。

佐藤  まず’茸／ド、ノド会金之助さん・といク〈は、孝文学考文

百の改負1こついて1よ予。わ柳て熱ノいな人でして、『数学放育

の柾本間遠』といラ書物を出ごルて、非常ド人さな最多饗

ち員ぼしたくですθ

 大正片耳ドr紋計的研究拷』ヒいう大寺広書物を分さ

れ仁。当．時は奉‘医者ミんも、・じ理1掌者も、放育学者毛、

学技あた空もみんなこれを言定ノしで、釈計浅の勉強をした。

㊧平  払片反ネ引まどこでし午ラカ’。

イ左緯  出版ネ列幻績菩雀官でて。 定室は本危書くσ）に非常に

戸くさん賃料危集めら牝存。塩見研究所ヒいラしこ今に
勤めて布らγし素レて、大阪医4キ六字の子づ吋の彰（写のだ生

もヤってあ’ら札仁んです底。

 塩艮研留†レいラどころは、当時大阪は商業静市で、
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文化的刷二あ1いがケ信一い、．老ツヒ女イし白帆色彩を茂めな

1プ’れば．いかれということでつくられて．大隊於方（文テし

オく孝‘充高めよク ・ こラ いった二字之一てやら水し月ようです．

そこへ行って勤められた。

 そのヒミ1二、ずい／3くん教学ト関ずる榊を秦幻ゲれた

んです担。それから玄存、・ト倉こん自身毛個人的1二ず’い

ノ3（んたくさん資料吃集めて宥ら札家レ仁括。私庫あそこ

Φ、い家方糸ラと地名’ e足い於しま亡んヴれビも、大豚
の郊外に、当時木板の女イし村ヒいうカ＼新興住宅街が’あ

って、そこト層ち稽之て呑られまして、訪ねていったこ

とがあリます。
西平 芦屋で一すカ＼。

准捧 芦屋じヤなレト大限カ’ら平時間ぐ’らいのヒころ、
いま考朱 つ ヒ、弔い虫ざ‘ぬ、（童守であつ たがヒ足うカ＼’） そ

こト層む構えておられ存んですよ・

 をのヒ書トずい・3ミわ書物ち児亡て毛ソいまレ仁し・そ

れか〉束芹い二帰ってごレれ木ヒ守毛・本当1こ部屋レ’ψう

といラカ・、廊下まで本ゼ伝で埋まってし1まレ斥ね。之ラ

いう乃・ラに希宿資料をずい。ダん鼻幼られて・こ’σ）本なん

か毛、黒体内賀桝が作事1二多いんですよ。ご’自身で毛序

文にそういうこどて書いておツ客すげれビ毛桐。これ々

初版が大正昨年くす払、い家中し家レ存よラ1二、医者も、

移済学者毛、心穆掌看毛、敢育学者ポ学放の仁年一ビ

いっても当時の中等学校のだ多方がこれを綻ルで・統計

の知識吃得られ存と思い家す。
 当時、放盲学宥とが山程学宥、乞れ力’シ†’車掌枚の化

生、狩卜敏・学の先生が絞許族Φイ多得1二なゼ㌧度懸命1・な

、たがといし’1家・すヒ、方末うビ、大正3苧ヒいった方が
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いいのか拝、 ドイツの留学ちネ冬んで泉田（孝ゑ入後トはイ芹

遂木ヒ館を変えラルまし有力・、この先生が帰っζ～ろ仇

て、いま区欠ネで1よ中等掌枝の孝之字圭オ浸水的に変之なヴれ

ばい力’ぬレいラ教学倣育改良過勤が盛んト起二・てざ了

いろ。日岸の中等営枝雌学放育毛、た素け汀ばい
カ、胴、大いに改革レ斥げナしばいかぬしいラこ’ヒを説いて

図られ千んですね。芦しカ＼一先生がy帰三木レ作のほ大正3年

と覚之ています。

 そルで’臼糾当時め中穿掌放の先生、そ〃・う専門営

枚、高等学放⑦先蝪、昨米の嫁学放育改浸置動ト対し
て、ラ壬夷琢し箱め乍わけで’す。

 ところ力恨喪屋動⑭一番のメ（さな動ざカ’らいいまれ、

従来の孝欠掌教育！ま徴掌Φ形式白タな面ばかツを考丈之て一向

1二役ト並存狐ザと側・’主フ敏掌敢育乞レなげ才しばい

かぬどいラのく、ドイツ、アメソカ・イキツス、7ラン
ス⑦看国でその術策が研玩さ杵（い斥わげです担。

 そして、実用イしすろのトビラレて…シいいヵ’どいラビ、

ノ7の思稽の工合として、イ老来⑦敏学孝く育で・は、開教ヒ

いラ布んを入札（い体いヒいラわげです担。関稗の考え

を取一ツ入れて、こ水毛菩李トし側ヤ作ばいか掴．木倉さ

んがい家の『教学教育の探牟問題』ぐ、根本問題として
取ツ上げ仁1フ・峠、とし二がく挙文学で’関季文思擢ヒいラものを

中心レして、閑散層舳養戎を図タ伝げ牝ばいかぬとい

ラごとで為ラて二わげです払。

 こ⑦源ラたはドイ／の7エリγクス・ククイン万べ関数！言

褐呑甲1げに．レ信け牝ばいか桐といラミしを増え、それト

同調レて「アメソカのムーアとが．7タソスζ’1式エミ／レ・

木し／レ、イキツスでわジョン・ペツー、こ才しなん〃’ぽ関
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教ヒいわ信いで、一グラ7をイ足ラて散量開係毛あらわす、

をクすれば自然1二関数関係も・劣bいは散考関係といラ

毛のも、小さいチ傑でもすぐしら之られ与し、それカ、ら、

微積分でいラ変化率．Φ考えなんカ’もクタ7ち循が亡れば

自然い倉持で’ざる．こラいっ戸よラ信こヒちいい実レ（、

みんな閃敬関イ采、そ札がラ関蝦関イ乗をあシれずダク7、

閑散関係をあけず敏れいラも叶注目し知昨わげ
です松．

 どこうが一、当時仰芳え方、われねオしもをの一員ご．チヴ

れビも、報量関係昨くさん観察レて得存在くさんφ賀
桝、これ壱ク表く整理する⑦が級計猪〆。そレ（それを

具体的にする車体的な傑作とし（いクビ、ますI表壱っく
っ て教イ直毛整ラ里ずる こ ど。 そナしからケ度1ま表を グIクブド

レて、1目見てわ力’るよクドするこ・ピ そクいラニヒを

するのが、紋汁滴の／つの穴付仏事μいラみラ1二者

之、ま乍締寸瓶有ヒいラ州玄、毛ういラことをすろこヒ、

それち／つ①重薯荷イ壬務峠えれいう考え有グか右
オ1げですわ。ですかb、小倉さんの本を尼家すと。表壱

っくろことヤら、図ドすること、図を見ノこと、そラい
グと仰常ト著しく裏トポい．ま仰。

西平 先生が寿た書ヤ毛あ．文台・め1二なヲ戸というが，糸た計1二関

1じ乞才宇芦れ仁のぽいフゴろですか．

イフ1己藤  をクいラニしでレ存かわ・アメリーカでも彩己享寸釣有

賀桝を教学に入札なければいか掬、そして’アメリカなん

か・場創求、教学の教科書の中ド、乍けばノ帥靭広

ルカあるい附がりいウ・1・うけ産ψて・’金肩
。あれば一念属のう巧毎艮は穿間にのくらい彦於されレて、
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ど勺いラ割合になっていろけ、毛れから友濯機糾し
て汽船が何トンあって・そ⑦うちの国内⑦巧元跨ぽ有トン

あ1て、貿易ト従事している州的トン孝孔わいっ
μうて工いヤジる紋計、ネ堵紋討・結清紋計を散科書の

中F入れて・衰ちえグピダハグクムを見るこピ
乞ナしカ＼レ、与之らナし年賀＊キ毛ダイヤグラムであられすこヒ、

一ある〉・性グラフであらわチ・セラいク図老稽1く二と・幾’

句切一で、乍担証明す台ので一体在し1ラ・実剛峨量閃

イけ正しく素硬衛よクな図を措く・をラいラこと毛（
亡伽寸ればいか蛤。それから数量問Φ関敏関係をヒシ之

て、それを数表1二あらわす・家乍グ77にあらわす。ま
存敏表であらわされ仁開教関イ条、クソ7にあらわざれ斥
閑散関係危昆て、乞の関イ糸で・あらわされ・（い・ろニヒ毛利

開して、 いろいろすエ予亥冬毛するどカ＼ 乞クいラこヒをさ

セ育1プナレばいかとなしいラ方え。カぐイキ’ツスで一七・7タンス

ても、それカ・らアメリカて“も・ドイ／ζ毛虫てざま←戸。

 私、当時ちょうピ附属中学校㍑Iツまして、剃駅前後
し家すげれど七こ私が大正乙年ト肘ノ属’中学才交ド舟乍と寺

H去、教掌Φたまが上ト、前ト塔べ仁也薩さんの外1二い

家以いたんですよ。ところが、λ人いたラち①私φす
ぐ」ニトい仁人も、京都穴学Φ物移科へ人ラて尾職’さ仏芹、

それが大正8字くす、を⑦人が次て間毛なく・さパφ
山内竹ナ1ち也穣恥んΦ後イれして来ら似た背毛そ
η後孝も伝く転イ缶さ札乍．ですカ’ザ和1入恥ソ残’され

て二才っヴです。

 壱つ ヒも、さっさ布詔し家レ†ζ票固先生、 これば彼に

行違木し改姓され末のですが、こ⑦黒田先生が高等師免

の敢授を兼払て、珊属中学校Φ授業も／価学年Φ幾何（
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有勧壬ざれてい仁んですげれビも・事実上紬が仁｛・
人の車イ岳φ教学敢諭ぐ、附属て学の教室のこどを全邦や

らなげれば存うぬということトなっ存しで’す。

 そラそク、毛うμ西川恨れい枇隼が高等師範掌
木吏Φ孝欠キ隻ぐ兼イ生さ十して、5年生⑦孝之学を辛宇つ て布られ衣

んです’。 こ（r）／＼も、 しヵ・レ六コ巳8年トは支考予省Φ7管掌官

にナェつてイ子かナしまして、黒碩光彦カ㌧兼イ生で1全仏をさオして：

い家し存。げ牝ビも、敢授専イ全1うなられ仁Φで、人正8

軍 ごろかうナビん芦メレ弟’麦わがヤナしヒいラナラげで＼ 私が主

任升杉い1っ有ラて、穴正9耳し二体私が孝（学の主イ全1＝伝r

て、し存がつ一で、いまい巧未よ市鮒の鮒歓育思潮．

Hず頂げていられイ兵い・何ヒがレてそ．二まで一引。張っ（

いわ＼存げテレげ’なシ抑どいつ作よラ信二ヒで’、当時のア／

ソカ、イキツス、7ラ・ノス、ドイγΦ教学孝（育に関ずる

老Φげで々ろ戸1す読1む二とドレ客し仁。

 私は明粉体年に釆辛高等師範学放に人・て、六エ8年

トけんですげ牝ビ毛、こΦ中等敢員養成所であろ高等

師範学校の雑科で、あるい1峨学祈ばかり“しト花
の学科でも、絞許1二関するこり純然なかっトわけです
払、教学でバ婁列組み令わ七床あつ乍げれビも、確率1家や

らながイ．で竹。当、榊争考書ヒいいますピイギリ
又の代諏の秀姉手書、こと1ニクツスタ1レとか、トドハンタ

ーとかが圭危号考書です。乞のタノス’タル・トド〈レタ

ー⑦代敏の章後の方1二．順列租升令わ亡があリ表レて・

その順列紐み合わω応用として、雁津ヒいうのが／節

ある仁げでレ作。ゼろがそ一①確率は実際ト外んでエ秘わ

ら体い、を終触ル育がラ中、そクいうことで’レ斥存、
 たがら中等学才支の先生トなろ、二しに塙こ学の紅生トな
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ろ、ことい教学の先生レなろ者ト確率哀敢之后かった。

鰭ヤ法ば毛布ろん敢．之なか1ブ1ですね。だ．から、アメリ

カヤイギ’リスで成ろ本を見て、そ牝ズをうがそうかヒい

ラことだフたρげ（・すれ。

 そΦ時引で、・私が棟多われいラもの毛数わイてパよ、
六体心曜学I．放育学の学脊ト’㍍て孝かれ芹、易ろいぱ

’そラいラ〈毛ダ†象にっくっ未系売言ヤ’法の二書ゲ物かシζ一す加。

（’すから、 いま白・分で／思い出す宗まド善い六ん／てすげれ

ビも、一着伽剛二私が言払アざ利作レか／じ理学者の7’ラ

クソとトム／ソの本で一一丁ル。1三卵eル七ぼし。ナN肌てむ1・〃肝

主。・・脆成”（旧0）、こ柚すわクあい六判で。岬塁学者、放

育学宥⑦て二めト幸い存本ですね．

 それからラッグ（μ．・．～多）パ’版亡商’・π／
／プε・ん・み伽／1’J切肋・艮舌！・ん”。

西平  君矢育測定ど和舵稼査み存いな……。

准藤そクいっ・存ようなものけ。れうど大正／・字郁
後と思いますが、実1本大’正／0破ト入学する附属中学稜

の生徒∴そ作麦で’は、それ以前の入学生け、有狂っと言古

が前代しますげれピも  当時⑦附属中掌枝は、附属小
学技かレキケ、を才しから夕1邦からキれつて、平紐でレ

て、 ’禾則訳竹寸属／卜学木吏ヵ＼ら、 ！紐に外骨予からとったもの

と．、λ個掌紋編成でレ仁。’・

 ところが・六エクv8年ご’ろカ’ら・いわグろデ’をタク

シー厘効がぼクκいレレて忽二ってぞて、毛の附属のノ＼
学試・歌法1シす†レても、風当戸ソが厳く右。年人／です。．ピ

ラレてカ、ビいい孝す㌧、狛嘱小学旅カ’ら乗るのぽ夕写生

か弓英詩壬ヤーでく．ろんですわ。で・すから，入学試験を

すると守ト、タド邦から入ろ人1二七莱誘の試験毛や・ちね
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げです。触11いんば、こラいラの同クレがら抑ヒいう

わけですよ。特殊根いヒいクか、毛今いうヤツ方は婚ま

しくないしいラわけで一す伝。篤朱レ＜雇いヒいラよソ終、

げしがら拘というわげですよ。をラいラ戸がだん・たん夕重

柔ってさ存メ・で、六エ！・詳に実話の入学試駅を廃止し仁

方一ですわ。

 それで、大正！0寄前後とい7壱私崎いうので一千が、そ
の廃止レで1け1二、当時⑦高等師範掌枚の心理学、扱育

学Φ先生存者は、 どラも看た来の入学試験の方法は、入学

言弐馬交ラ去としてほ家ヂい。あ柾で俸÷夫レて入学言キ高貧の役一目

を昇杉してい存いどいψげで’す。あルそぼ必す’しもい

い能力Φ者がいれてい有い。をれφみならず、受，弦形

殉で1主従毛苦しめ・修して1ト学校の敢育1ざみん存準備敢

育ト終始㍑ていろ、こラいラ声が多くなった。

西平 い宗と同レですね。

イ左膝同じですよ。．

 ヒしろが、市阜うピ時イで的トいえ1どいつごろいなソま

すグわ、大体日本の大正のこれ疋㌧ていいヒ／思います

が、明．治の終わリごろがら大正トかけて、アメリカrは

メソ7ルアスト、そ〆しから、 い宗⑦いろいろなアヌ上ヵぐ

ぱヤって宅泰して、教掌で’も、いろいろだテヌトが承っ

て・そのアストが標準化さ牝てい易ヒいうわ生です右。

あろところでや㌧でみて・率均がとれ芦げで、スタンダ
ード・ティグィェーシぢンはと加ゼ1フ’どいラノる・ク仁っけ

たヤつがでざて、「コ’一テ1ス・テスト。といイカ＼い

実、古いと名前覚之でいま亡〃プ牝ピわ、そうい一六テ

ストが郁トついても・手つ6つあイ〃すれ乞ラ
いう七のをビこそこで一ヤって．その移采力べどうで’あった
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とちゃんヒっいてぺ・ます力＼ゲそれト原らレ合わ立て、

どラ右左来が悪いピカ＼毛つYヤらすま1ブ’ればいか幼ピカ＼

これば宏幸がいいがらよろしいといって・意味で、コニテ．㌧

ヶ一ション・テスト、メ・／タノレテヌ←，をれから、心τ星

学の研先方法レして． いわグろメ シク／レ・メゾヤ 一’メ・／

トの。忌憩が1よびこって青まして、ラた行トなラ†二。をう／

つ、ア〆けで仏典伽伽⑦．トメソタ／レテヌ1仰
っ仁んです払。

 そラいラニしカ寸あη存ソレて、／ングノレテス1一はヤン、

てれカ、ひいて、考支育の孝キ学的石珂完ぱ、系定多にタタ方渚毛同い

なければ、客観的鮒学的鰍・完りζい之存い。い害ま
一I

ﾅφ江うト、アー∠ヘケェ71書どっかソ産、て、自ちつぶ
って二字之ろ、かよラな孝文育学てばダメだ一ヒいラ兄：想．カぐ、

ち半ラビ明活の終わソこ’ろから大正の御φごろに、アメ

ソカの方一で’盛んトな。て、そ⑦液がg本ト孝て、当時、

す姉ち大正の5〃b年ころ…非常1っメレダ・レテスト
はヤー）。そ札カ＼ら、国語のテストとが、算敏のテ子ト、

代敬のテスけいイニよう有毛のが一プんだん  目李
でげ国請のテストはでさながった。主と してアメゾカで、

叙学Φテスト、言汚テス←というものカ灯くて。そ杵卜

影印れて・冒本でも大限けリで’・報学のテストちこ
し・らし乍くもい孝すし、乗京でも案京市で、オ票率戸雅軍と

いうの毛、こレら之家レて、そ柚子侠1てヤレせ1ろビか、

あるいは私、ビ毛も、君渓会で一学力探1率テス←の問老夏を

こしらたまレて、あっ考こっちで’やってみて，をナしを木累

羊イ乙して、イ丈ってく才tるしころこ二促つ’てモフら；おうヒいラ

・3・う危～と石ヤツました．そクいラ／3・うト7ス←ぱヤツ

でしすψ。
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 大正／o等訴牧・成桶の結果・テストの締柔毛整理する

杉めト、いやて“も方うで’右峰立方法雲仮・わ有げれば直ら

ぬ。緒弄吃’判定一す．ろの1っ紋計毛イ文ブっ存げオしは“・なら担レい

ラニ、けボて寺乍ねげですが、その大エ／・芽い ／0

等ヒいうの竜どうレてそラ順＝むていろ力、というと・’さっ

守ちいいましすζエうに、タトヵ、ら莱．ろ／くにメ寸ずるノ＼学言弐，弓交

に英語の拭歌哀タトレた。考のヒヤト、高等師範の小斑誉

の末生でオ菌測寄う萎尺坪ヒいシ人がいまレて、この／くがメン

タノレテストト柞常ト熱ノU’でして。附属で’形メレダノレテス

トちヤ札、従来⑰試駅削玄、人学試験の桂徒採田方滅ヒ

しでは至って愚劣な方渚だしグいって、（笑）メンタ！レテ

ズト†ごしナでいい㌧いラ貝ラてよこレ毛いラすζ人！ですよθ わ

れわ他見場ρ；老1玄そナし1二げ耳をかさないで＼ といケφ（玄、

こ牝だっていま家で’役ド並って冬ていろんだ，役1二立た

雇いな一らとうの昔トキ害てていろばす’じゃない力＼ヒいうこ

とをいっだ。けナしビも、石禾免囚存抑トメンタノレテヌトを

ヤってみようじゃないかヒいって、そ木しでメ、ノク／レ’7ヌ

ト毛ヤリーま・しで，押。

 六コ三一50年に国苔看、地テ星、チ重秀十の書式馬交トカワ之。〈、〆シタ

ルテスト束ヤ・たわげて“すが・そのどきΦ人営試1歌1二英

誘を外レト斥列二、以前でし存ら、’ 蜿W大夏の6～7倍
どいラビころだっ仁でしょうカ・な。 ところカベ、20イ音ぐら

いだつ仁ですね。メレダノレテストの内箸は走れ実レ巾け

れども、何か牝惟カ毛試すんゼというこ’ヒで、意味Φな

いよつの言葉を導紬て也て、幾・フ王しく遠緬さヤたかと

いうよラな書キ、巧寅があったで†な。 乞⑦中卜「トソコラタ

ニ」というのがあった。ただ鵠惹昧后誘を並べ一て、後が

らくつつげていく。「ドンコ6ター二」レ最牟ηフ底がってい
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て、 それを外して、 これヒこれ毛’アトランタA卜並べζ、

ざっさの覚之ていろ七Φを稲び．っけうといラ内溶のテス

トで’したよ。

 大正／0年トこΦ言キ、験ぐ人フー六人で、あな芦別二いって

すぐわかろω1宗、栗京大尊ψ放育学の先生で家イ豪誠ゼ、

勝田I宇一といつ存美う右方で・す。・

西平 評節ヤ付がなさ’っている方で†か、・

佃醸両方ヒも敢育学です。乞れかレ京都人学の赦育学
の先生て・探原陽二といラ方名いまレだ。同学坪の右トは、

いま実業之目本社⑰ネ峠｛ヤっている増田君ヤ、社倉尊

で有名な尾高チド雄君危んカ’もい存で仰。そうい以衣

伽雑①人が受験しμ冬メンタ1レ7ストが入糾ルだ。
とにかく大正。o寄前後はメレダ1レ7ス←ばヤンでした。

 それから、孝欠育7・スト、学チ手Φテスト、考文学のテスト、

国語くr）テスト．日本てばj教学のテ又トが’六二豚ヤ東京でで’

ざたほカ’1二、考よラビい宗尼い於さないで・すけ木レども、

アメリカでげちラいラいろなテストがあったようで’し仁。

西平 私は昭手口／／年ド咋営ち愛馬食レ戸のです1ク水じとモ、

そのころ高師のwヤ属工柔一受一験しながったですが、高師Φ附．

属Φ言式、験は問是夏が六くさんあろんですね、／時間ドヤる

惣萩が猛烈1二多い。ほがのゼうは5懸か／0題。いう
が高師の附属は、バ・ツ’ハ・ツペゾヒやっていかなげれば危

らない。そういう試験でしト．

イ在藤それぼず。ヒ後の誘。

西千 戸国す夙哩しいラ側1価学会の倉々トなった人のr．稲

等算術。ヒいラ本があラて、そこトそラいうのがいっげ

い公でいましフニ。

位礁1いまのそ牝で思い柱し家レ†二。六エ！0写前低、文
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正μ3年二“うかけもあ1仁でし茶ラが・牝ほ．ピ中レ
書し存よラに、従来Φ教学散育1けってハ桐．形式的

庁ごとげがソヤって波ト主たないどいラこヒしあわゼ1て、

こラいラミ乙があイこんで．すよ。
修案の才采、之、要す朴、二⑦ご〃言業ぐ寿鰍で育

ね．その言乎佃ラ案ヵぐなラていないといラわけで・す。そヤし1水

どラいラことかヒいい孝すレ、こればアメソカでやって、
それから私も冒二本で’ヤって与たんですか、一アメノカで・、

ある学微で得た潜家切0人ぐタいΦ人に採点、して壱ら。
たんて“す担。 毛ケレ仁シ、同一Φ答案1，、対レて寒ノ壱、から

滴患家て1．あっ存しいラしです。こラいっアて点敬の信舳
でさ信いオ柔患法、言字イ師ラ麦ぼいげグ宕い。

 f老来の採点、浅ヒ．いクΦぱ盾く主観的だ。採ノξずる人の

気分で’っ1アているといラ非難です。これち客観的にしな
、ブ’オじは’いかぬし いクので’、 マノレ・／ベツオ⑦煎下馬呂がでざ た

わげですな。 でき．ろτごi†問良妻をたくさノノ1二して、ア書オしバ

フげてもいいか悪いか1㍍さソわかる。そ牝1二はい柔⑦
ようド間・是夏毛ノドさくして、 そ木しで．着1リ：正角昂σ老づぐあ糾～、

をナしト服らレ合わせてマノレ・バツちつけてヤ点’玄ずく“点、

教が反るし、だ牝カベつけても同ビことい広ろ．す斤わ考

察規約七、ニラいラニヒがでて†乍わげですね．
 ・禾ムも、 同本。彰〔学学文盲余⑦夏⑦ブ（会カ寸あ＿ブ三ヒさに，日

本・でけどラいラことrなろだろラと足一で．篇案毛、有

！壱①〈でし衣け牝ビ七．辛作人ト稀ノ集してモらい表して、

をの結果乞見柔し存ら・ヤηばツ非常ド的フきがあツ
まレ声。二ね玄当然ですね。・ヒいク⑦ぱ、乞μ締材I
がよければ、問是葦が求一ある彰〔イ豆が倫ラて往くて古いいノ色

マb人毛（・れば、敷イ直計算をやる州二散値が穴阜なルだ、
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瓶イ度が間違一でい加」ば、毛レそれを生創通用する場合

だ・斥ら、⇒．ト常なロス石虫す，だから、豊後φ数値が間

遠一でい杵ば露点μいう人もいたんけ。いろいろそ
のと引二議蒲して升家すとね。

 そナしで、てくる芦．1づ’問是重て綱がくレてたくてん公レて、

乞雌柔トよって評価レなければ一客観的な評価はで寺
一存いし、本当Φ詳佃ばてざないヒいラ足・想が日本で大正

／0年前後から、毛ちろん大正⑦初めこ・ろから、主とレて

ア×リカカ’レ起こって奇ま1しで＝ね．

 をラいラこしト動かされ・て・孝之育Φ問是則ま糸充計的ト考見

潔レて．≒系走者ヤ臼勺に処三ラ室したげれ‘ざなろ家いといったよう

右／う・うに思わ也弓ナし存し、さっさ老いいまレ戸よう1二、

紋計的な材榊数営ト利入柞て、そ①厳計的な資桝．

とい一て毛、釈計で出たク“ラブを読んで・それから知謝
ち得る、あるい1言表圭綬ルで、紋計的’な材料を表にレ六

リ、 歩みい1玄図育■㍉あらわしτニソヒいつブ；仁うブまこヒを

さ亡なげ札。1缶いかぬレいっ禾 江ラ市ごして・ 臼多ぎ1二級言ヤ

①書物、 といっても、スタティステ㍉カノレ・メゾソドの

本章言亮t’よラドしむ1すられ孝した担。

西平 そうするヒ、普晩はよく待済ヒか室雇レか、そフ

ちの万カ・ら芦ルたん釈許が、大正⑦宇刀めごろかシ産んト

な1戸といラあルで．すけ仏ビも、敢育評価とか壱ういラ

セφにポ、みんな同びょうト紋言ナが大辛トなって言だわ

げです払。

イ在藤 これげ大正の、ヰ件毛布狂っヒ雁か幼てない⑦で

す、ナ札ども・初めアメリイで・いっこ“ろだったか、大正

／2等の繋実前だ㌧㍑いうふうな記憶があるんだから、
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大正／0年ごろ力’ヒ、恐う・あですが、アメソカト〃妨ノ0ル孔1

C・榊出…ヂμ〃炊右1・己！但・舌〃・榊加い・ラ委員
会力vでざ交して、ハイスクーノしのノ＼学書キ．験問琵夏トと1’ラい

う材料を取リ入札るべ’さかヒいうこレで・、そ。こヒを決
定育ろ芹幼1二、養之学くr）中がらψ！ば’かゾエ頁白老才るヴて、 そ

ナしトついて言乎イ面して先レった。 Aが必j手欠くへかレざろ

もΦ．βが’かプまソ1之・辱な壱（r）、Cカ寸ヤペ◎1む等ブぢピカ＼、σ

が必・専がないといラ手段階卜分り’まレて、許佃レて右ら

イんですが1毛れ1ボ辮⑦アメンμ有れ欲つ州
大学Φ有性放緋評価レて老い印です．
 その有村放伽棺榊、文末では、歴史、綴涛．社
会・政清Φ専門①十蚊一板。それから理系そi玄、物理、μ学、

紋の傲刺ラ、い家いイ、斗段商っ分けて評価レて仙
っす1んです。

 そル毛隣すピその頑自Φ什ば．r釈書ヤ的暑項ノ図
孝禾・「紋計／惹羨ト解ナ師・、乞れから「統計一岬
ノ有様、分布曲線。「紋計一相関。「雁率。「実験二通一倉スノレ

曲線ノ作活」・そΦほ力＼には・「宵寧ナ公式一ソ／秦羨オヨ

ビイ文月」「比オ…1ビレこ御し「負ノ等く・ソノ夷義、オヨビィ更同」

「一致イ直計算一適当ナ近〃J「一次関教一号＝μ十レ」「！元

’次方程弐二帰スル問犬夏」「一元二次方程弐二帰ス！レ問是己

「閃瓶一関イ条ノ表示トシテノぐらノ3リ’‘’’’’，そういうたよ

うな項目で評価レて毛らっていろん。です．

 これを毘まレたと・青に、支禾Φ、ざ青トいつ存大杉ち一

カ、J紋計的享頑ノ図表示・ト関レて、／00人中のηスが’

ぺ・順たといラわげです。をれ力・ら．r関瓶関係ノ表示1シ

アノぐら！3、→ば、 エッ七’／シ・ヤノレヒほい2してよしリブーれども、

桝h又・屠杉といラのグ㌻ψです松。非常十必卑だという
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Φと合わ亡れば六榊・％．それ力・らr統計／意義・1摘草

ナ応用」トプいていいますヒ、文系は1まヒんビ全邦一っ

去り川頁が55％、かたソ水母芦．という⑦が1〃ですから、

非常1二心事だというわけで干払。

 それかいr練一計一分布ノ有様、分布曲線」1二ついて毛、

文系の方で■ボ必須が47％、かな’リ必要ヒいう。が’33〆、

一こオしでグ0〆でレよラ。 これに戻してラ星采Φ方1よ、必須乃寸

／｝で・かたソ必卑が／9％。いずれトレてザ．丈粂⑦方

の人が．梅ヤ的な材料．釈計的な方堵トついて必要言終

レてい戸わけでチね。

 その必専て満仁そうというのが・アメツカ⑦教学旅育

の・当時、っ手ソ大正／0耳前後の状態ですな。

 ですから、私Φ席倉は・教学の敢材ヒレてビラいラも

⑦ち取ツ入仏ろ力＼ヒいうのがソつピそれ力＼ら教学敢有

にかツでなしに∴教育Φ方法一ヒΦ問題吃解放アろプ…めに

1ま締ヤ的な研究が必．早じゃないか。そう衛と・徒許的

有研究毛必畢とすろた幼に、どラいラよ；ラな方法で材杵

辛とろかヒいη年ようなことヤら・待斥材料圭ビう整理
するか、 それ竜ビう解・彩くするか、 ここカベ問是夏で一あろとい

ラことで、統計法卜預を実っ込んだれすですれ．

 ヒころが’、考ようビ末1コ白gマと一思ηでいるので・すげれ

ども、アメリカ⑦等文学看でハンティントン（εル瓦〆λκ

H・・a七fルg亡・れ）ヒいう人カゾ＾w！・肌伽仇μ乙亡！・弘！

H・ル七ん／ジ十といラ報託十諭支を於レてい斥んです。これ

が非常ドおもしろくて・そ榊翻訳して・当時叶等敢
有数営倉Φ雑訳に赦し帥です。そめ！・ソティントンは
ウ・ナーΦ先生らしいのですが、｝〔孔・’ﾈ戦打・れ｛仕
切州・・”ヒいう㍗／1〃耳⑦1＾舳肌伽ん㈹む・λ！

             コー9．
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H・〃ザけして、」これが11帝ドれしろくて・これ
で仰に興畔辛か責立てレれ芦ナつけで’れ二の沖でC・グー

re1民伽0ル COeけ！C！eれ右ヒいラのカY粒てあ’リ麦して・こ

れが非常トチ毛レろかったのです。
 こ・れ布香伺書尺すると寺に訳宅吾に苦労レ家して、当時一高

の抜授だつ戸黒河稚二という先室が、六客で憐脚j享六

即さんから紋き仰講義右閉いて、そ⑦／一卜毛札でい・
ろということ毛聞ぞ家レて、男、河さんのしころ1こ行イた

ら、黒河てんがノート充賃レてくれ斥のです。

 詰れ丸善すが・その黒河くんのノードいう川玄、
抑バ学生のノートぐ、μで閉1・、＾いラ紙の講
叢の／一トぽ、六字ノート／砺で締し斥れて㍗θこ
れ々足七一て毛らって、い書いろいろ存こと（本ノ走γし孝した

げれピも、Cσけもぽ七；帆走r交聯j，これ1礁淳さんの訳

語バうぐす杉。戸に｛川け／のことピ確率・ヒ訳し
て茅った。r確率。ヒいラの1玄榛薄さ◆が’つくイ・訳書看か

ど層ラていろんて・すけ杵ピも、穣澤さん・がつくったよう

でもあろレ、．醸・淳さん’の前トだれ・かが’つくっていて醸輝

㍍が円いたようで毛ふろ一 ｳです。1その迫1ま古い小
っ寺1しま七んげれビ七、いデれトしろ、ドh・1及川t／
のこ離r確率」、C・に・・1瓦七帆C・・巾・1・κ亡を「交聯係

孝タ：」ヒ書いでい．たのカく頭卜薇一，ているのですカベ、 ㌧ドカ’

くハンティントンのτ敏学ヒ紋計学」 しいう論文がおも

しろくて看弔訳し家して・それが青っかtTト危っていろい

ろ右フFキ言完2ナタ台・力家し存。

 自分Φ思い灯孝一孝」シ号れ劫てあ／多†がら1液で’

差し上げ家すけμも、いろいろ稼糾諌ψんでザ
 その！＼ソティ・／トンΦ細マ訳毛虫してしばらくしてか、ら、
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窪田締（ん力・ら、当時師κ六字に“’れけんで
すげれビも、別層い1ヵべ嘉ったらく打レるといわれ素して、

迷イ訳捷が剛家す．’
両平窪田さしも絞参年青がら蜘宋ち奈’将卯’つ六んぐ
すれ。一致イ可けかソ芦上疋ってい孝レ六が……。

佐藤ヒ足います払。別刷リを窪田先生Φゼろド也り
ました。

 そういうこど壬ヤ，ていたことから、それカでさrか1†

トなっアミヒ足いますし・当時正直いい安して、高等師策
！掌枚に、与系天参ヤのこと左ヤっている人は、全スξあ’ソまセん。

でした。心濯学青．榊二田中覧ぺいいう人が、散育
測定＿と一いクこレを一生紳ヤっておられ奏して、『孝女育的

測定一撃』ヒし’う本しヤ丈ごれまし斥．統一書で浅毛1放育学Φ石片

索、1帷学の砺免ト用いようヒいう、θ本でいえば草分
1プーの人だ’ヒ層います。

 壱っヒも実験心理石ヤろ人峠、実、験したリテ㌧夕て求’

め†エけれぼたりませんカゲそ川ざ1㌧当然紋計法を．

イ文ラビいうこヒけると、私本前・六師さ一ん，ソ人け希

初け郡大学、それから役に、大正ス手ご．ろに東方・六字’

に辛ψ書レて一実験岬里学てば、当時、箏の筆頭の
学者芦っ存しですが、田中ごんは二の木τ茶さんについて、

索駿心程学切沈され存。

 乞れヒ同時ト、殊参て涼ヒいうものの芽笠之がでさたヒ

／思いますげれビも、 しカ・し、統計潅毛こうレてτ方宋育的

測定曜」ヒいうノ1・うい銘打一て性叫〃、こ小（

〃寛イん／が初めし㌦斥いかと足い家す。
 それから．ちう1入、稲・蹄苓爪印い・ラ人でて払。ミ
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の人そ木体同耳の泉群大学の／じ理学毛並存人です。田中
さんも’A京青戸プ（学の｛’理学毛虫ていろ。

雨坪 田中寛一プヒ王なしヵ・ぼ、走室よリ号上ですか。

伍瞬二の人1李縦宰ですよ。私よ／もれうピ・9弩・く
らい朱穿レ．やないで一すがわ。

西平ヤ1げ／｛．理学・榊学悦生カ・ら作腺紐ダ
歓学的にれがい・う女爪があイわげですか。
枕蘇実をいい玄すヒ、二ゆ／・1竹正λ吾1シ家六⑦六字
予定。学生で’してれ、 索首・ト辛らナし書して、木ス本木応官戸さ

んのいろ輸茂レてい乍πです・羊舳音h実駅
雌学毛敢わイのですθ
 それカ・ら段に。この人は私に勢孝ρごとや1何か’あ．乗り

聞かな力’っ斥て“すげれゼも、この人のヒこ今で肋千φよ

うにしてい仁八カぐ、ヒ青ピ冬私のゼろに閉々卜井ソれ

’まして、をの助手のよラ存人存者と．し者ソに諸レ麦し
仁。

 それかレ、；楢山寺漆六即ざん力ぐ、大¢／λ耳の頂、 文考千省

で、師肋枚の！帷学、散布学の定生れ対象い謂易紛
鯛1’・存。乏一”寺、1・紋言立核⑦講義毛レでく何エいかヒ

頼家作ま：して、それで、有ヘビ“トお・ビチでレだ1グれビセ、

当時、学級内ト戸“れもくがい布いようでレ戸から、いい

俄昨、こボで危雅レよれんて列寺れて。そ仏で
何回ヤ1寺レ木か斥。がれ1れ・・蹄問ぐ．らい請細ヤー

作ですか布。

 請素といい手レて毛、平均〕竹カ＼木群偏老し的
か、相関関休ヒば／てカ＼ ち七しピ、いわヂろ言こ遂のイィ方・

記渉猟と、散断算の／外7／フェンシー・カー
7にぽどういク毛の わべあろかとか・ をう いラ こ しですよ。

             22

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



こく幼稚栢言紙’ですげれビわ、をれをヤーた。

 毛のヒ手ト、紋訂潅の講義・ちすろといラφで原稿玉考

いブ1！ころ、楠崎（んから、れっ単行本ドレてれヒ
いわれ孝して、中文年官ヒいう本居ド虫さ亡ることにラ芦幻

たんで’すよ。稲崎でんぱ、中文様㌧いう本属力・らす．っと

本㍑してい家す。
 さて於そラとすろし青に、関家穴震災ですわ。大沢震

で’、享京中①印刷屋1ポはヒんどつノ3サレ戸。当時、秀英

庸ですカ＼λ、3大さ危信用でざろ印刷所が承ったレぐ
†カベ、こういクのが’みんな工場が’つ。3ごナしまして、 それで

名高屋Φ印刷所卜符っていっ仁わけで†。
 い一ろが、初校れ寺、みんなケ“夕ばきで活字がポ
寺①アさから、ユっ．雲、なんです。 杉う／っ困ったΦ1索、ギ’

、）シヤ文字のゲ方んがないのです。それから、ちゃんヒ

書いてやってフくら立ても、しΦ形バ全然な’ってない。’

ま仁イ才回枚工Eニレても・どう七ゲタばさが直ら拘で’し仁う。

あ孝ソシィクにさわって、よ1し・・フ打レ1まこ十’しちペロらない

からとい？て、ぼっブ．三らかし斥Φで’す。

 1支ト、こルが抑李で於存ヒいうことそ人か補いて、

本屋に行一てみ仁らr心理学敢育学応用絞計渚」ヒかな

いがいう毒題で出ていろ。げれどポ自分でも†毛見
仙がいやで、そ〃・ら／つH玄見ろぴがこわいkいう
訊もあって、全然足枢い。れろん稼印なしか取ソ1二法

μんから、印税栓熊毛らやないΦでア・．
 いうが、水野胆）さんがここΦ紋許獅獅究所．レい
ろしさ力＼な、「佐藤ざしのこういラ本を吉本屋で見っヴて

買、てさ孝したJヒいrて本手っ．てこらナ↓穴1づ’ナしビも、希ム

はそれ毛足ない、いまわって孝だ見ないですよ。（笑）’
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遍冒φ、良い問卜見てヤろうがと、思うげれどt、そづいう

ことて…す。

 これば本亨い初号の純計法ですわ・算桁①計算の方法
ど糸だ書ヤ図を手首く方⑦ヂ支休了と二 そナしカ・らビ‘ういラこヒトプ史

う、 といって乞平τ9ぽイで考t互。イヤ素イ豆トぽビんなも・のカベ

あっ て、 デ．イス／＼0’ジ色ン毛ばかろ⑦トぽピし狂壱⑦カく

あるピカ＼稲関係撒ヒぱこういうものだという工うな、

本当にそういゲとの諌明芦げ・よくいラ記佐梅似の
初歩ですよ。

 そ札から・当時⑦ケなくとも私の綿ヤ・あるい1碓計
づれいうもΦトついての．O応は、エシりカ1レ・フ六一
ミュラ毛つくろ⑦斥んがも秀（言†÷麦だという。でレ仁。わ

れわれのイ中問てば、 多十しも緑一言†う宏σ）中戸しタ9んでいろ／㌧

カ、多か？ブニですな。

西平ちょ一ト深落のエう．ですが、締もN奏すし、
老兵うあヒケし李’綬げいブボケ家チか．
イ左穣  ヒ、1ニボく本当にいって幼稚ブ’ごフ仁し、そ〆しから、

い孝申レ家レ戸よラ1二・ケ庁くど毛教学桐の光室の穴杯
分俸、いわば泰1関心で・・・…。

西下鯛㍑け・…一、
位鱗繰淳さ／しトーこμ、これ（「紋多ヤ・ノ968年）卜

考いである①で千バ、束丈で得別講細さ仰よう1洗
うんですがわ。八正8手だヒ！思い表すが、葎濁さしΦ全

一集を尼ろピさっ音もいい家レ存ようr黒河龍ニル
ヵ喉樗㍍から緯寸の諦兼硝いμいラ①で。そのノ

ート印が傍／ト榊で丁よ。そうレまチビ黒河㍍
しいク人1家、森敏析｛んヒ同級生で、大正旨苛に孝業（
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れていますから、六慮～3等トそラいう諦紬さ牝仁
んだろうと足ラ。です。

 ゼろが、藤・薄さい「遺文集」トある毎細見ます
ピ六五ノ＼穿（・1・7茸）東京帝妹享程掌郡に於て散

理紀計学Φ講気硝舶す」ヒ孝いてれのです。六パ
寄ヒいラビ、黒河さんπしが率ノ家レてレ家っていろでし

．担う。伽ハ合わ危いので’す。ここが・㍗つけく
1玄、ど’ういブけごろう・一編確ヵ＼めてみょラビ思いな

カベら、そナしらの人み布宇切言文しちゃつて、石移がめようヵへな

㌧・① で．すよ’。

 そ朴から、嚇鶴1ミんぽr公算論』ヒ㌧．・う本宅朗汚⑫

十何等に、刈屋他人〉欠即ヒいラ人ヒ衆若で’虫しています。

ですカ・ら、釧水確抑こヒトついて律分で卿リ戸くたろ

と、こ⑦rぱ細妹考トレて、こル縦んで、6分
の即諏毛補・仁。

 そナしから、先はどいったコニ・／ヒ0ソカ1レ・フ〆一ミュラ

をつくるのが。紋計う去Φ／！フの項目とラデわてあ’少書レ斥

から、川ひげ帆んヒいラ人9『煮小二乗浅』（アせメて

β1・k以亡ん・晩七ん・～1・邸わ卯ぴε）というのがあツ

まレて、これ「ヒ寺．ど冬尼イ「ド床ツました。

 いず．杵ドレても、藤浮さいr遺文集。ド大正八等
…．’一 ﾖ姶す・とあるθこれヒ／象河さい借リす1⑦が・ち

ぷっと琴代が倉わ行いレです、卑ずるヒ．ころ■玄・わルわ

れ歴史実調べる㍑に、書い木毛の1減かな証拠㍗い
ラしナオ㌻ビも、 こラいうこヒカベあソ音して、孝いアニわΦ．ぱ

必†しも信用で行い。ばくi末実モいい家すいよく本
ヤ競んで～ゾ歴叉⑦こど圭諭帯すれぞ1くぼ、いつ毛阪
城でそ帆っていろけす。あ孝／一 Fいた毛のいら
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わナしるΦト．薩尺学者㌧してげ序幼トことで’在いそ“ヒ足

う川クイ諏大師Φ1を泰竹耳イて十ついて・犀史学考が

躍起け一て議論していろことがあ“／ずるφで、ま

す家すそういプい思うのです。
藤濯さん自身カペーういっていろんですよ。鯛さし

の リ童タこ一菜」 工老トラ件9へ。一ジで、紋言†今岡査のプ湯盾、ノくの

ま穿一目目毛玉ス種ト参同べる こ ヒぽ1⊂；†’力’しい毛のだしいっ

て、「事者（これば鱒二輝さん。のことです。）①㌧こわト（古ノ＼

十歳①彦冊がゐろ。本人1古卯歳す｛とい・ト。てうだヒ天保

十帥ゼ。然し榊ヵ料の（これ1右布父苧んが思緒取／で、
ケ劇玄あ一冊さんが毛①ふ・がけて榊力料をもらう。）論考ト

ト寄低れの弘1し師ヒ考いである。筆宥Φ如さ1τ文久

元詳西蔵Φ酬月①西⑦目。加履ドすれげ仁け日1・
庄作存。戸籍面Hて李’釈迦様ヒ回8⑦四月へ日に崔れた

ことトな1てみろ。・こう孝いである⑦です。（笑）

 そういラことで’、歴史で年月目秘中程噴卜議論するの

1㍍ダ六．。伝萩欠師もそうだ。伝敢末師1本／耳遠、てい

るのです。ある利ま、付ヒがドうい）ふうN吾と青

いである・伽青1ガいヤ、林俸帥がHo奉ヒ書
いてあろといっ・ていろ、耳一号ぽ走・ギし李したげギしビ毛・・… ’’。

乱れかも、動榊しての糺生引水、新馴イれ1～9
月／ク目。けμも、戸籍面で吋月よノ層。セいいますの

1よ、私1婚毅カ・ら、名月Φ碇に危ういいっもr李†1衣

㍍ラビい書ごろ月がこれくらいのヒ・寸に室家れトんだ。

といわれて・名月の晩ド生孝林ヒいプい包分でそ
う聞かされて賞してい台わ1すです。λ一3琴和1万耳厨

と．いうの毛㍑して・明1町年ω名月の貝け伽だ．ろク

影1戸ら、9β／7付なラていろΦです。戸‘かい9
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〔！7冒一が・生物学舳動物けて①誕生口で仲・

偶然ぐけてげれピも、一昨祈哀1市って・奈泄虹
の号の放た与の遠一中力、余をレでく杵た晩バ名月で∴ しが

亡．9月／7目でした。こ淋於しいな、こ（ζ偶然帥と

いって、し片レみヒ月毛見た㍑がある。そういうミと
で．す・わ。

西平  考よう1本・ このくらいビニいて二じ表しょう4＼

                   （劣／回ア）
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西乎 この間、日本の練考ナ教学の方のあ’話を・途中家で

何一でい芦と層ラ灯す。いろいろ帥前が虫でさてい
プこんですが、戸と芝ば亀田董治朗さんのごピ・一。

荷薩 私げ、亀田笠治朗さんと1れさピさ瀬体盾わすこ

とがポいです。といいます叩・方1うど昭糾耳
卜軍京文理牙十大学がでさまして、それから何年かしてか

らヒ足い表すが、特別諒義で雁率諒の講義衛けよう
です。ようで㍗いうのぱ、私は異体的トビういラ諜気
をされたか知らない①ですげ札とも、おそ1ら＜ば共立ネェ

けしたr親近高等散学講産・というのll、亀田さんが
r確率論及ビ英ノ徳用」い、1う⑦をれれましたカ・ら・

ああいう内房ドついてヤられたと足い女す。

 その文理科大学の講剤二辛らル戸とさト、’庸に同ビ

部屋で層咋反乞食べたことがあリまして、雑談1吉二何回かし

六ことバあろのです。げれど七、雁率ヒか統計のことド

ブいて、あ’話しし斥ごとは在か・斥ので丁．

 ただ、私がいよいよ留学しようヒいうヒさト、亀田さ
んに、r今度、私、ヨーロッ八。へ行って、孝（理系た言やの勉雅

をしてこようと思うのですが・ビこカ、いいでし狂：〉」ヒ

い，たら、・即席卜rそ川玄ドイツがよかろう・ヒいわれ

たんですよ。そ札が亀岡さん←． ｷいた唯一⑦ことです松。

西平亀岡定生という方ぽ、どういう履歴の方ですか。
伍譲 土Φ人iま、当時の塩信省の糊止力・らと尼います。

鯖郁椅イ土をやら札て・征学で当時の高等学校人学部

験検定乞実げて、’高卜入られ仁んですね。それザれ
ば直接に亀田士んの口から聞いたんてすが、高等学赦の

人学試験校定卜測量の試練があ・六わですな。こ札⑦勉
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強カレ番園っ戸といいますね。それカ’．ら一高ト入られて、

家林学に行かれたと思ってい表す。大変よく㍗るん
で、これば掛谷（宗一）た帥話で’すが’、藤澤（利喜太

師）さんが大変はめていたということです。亀田さんぱ、
虫るヒさば首商じヰなかっ仁でしょうか。渡坦殊一郎さ

ん、そ牝から掛谷さん、そナしから竹内淵三さん、それ・か

ら蔓固さんヒいうように、こナしらΦ利玄大学で～玄こΦ順

1二締、倹輩1二なっていけノ腎います。いす仙こレても

征学で、中学校吃終之ないで商等学校に入られ斥。

 大学乞張で．簡易保隊局ド入られて．藤津さんの搾導

で簡易保馳いうもΦをこしら之た・．しかし・師イ紙

の制度を程み立一てられ帥／ポ藤津さんヒいうふ5卜覚

之ています。これ蹄輝さん帷集が出ておツます力＼ら一
これを見作ばわかろと兄・います。いずれトレてち藤津さ

ん1玄、亀田さんを井剃二よくて’さろとい一でほめていた

といラ。これば掛谷さんの話です。

西平 そういう非常トよくでさろ、首席のよラな方が、

大学のだ空トならずト、デっと簡易保障局で……？
イ在醸 たぶん大学トは不・ストがなかったとい，ことで・レ

ような。それから方よラど簡易保険局をこしシμラと
いラビさだラ六分ら、入られたしじ合ないですか。その
近の事情はわかリま亡んげビね。

西平 あのころ、簡易保険局ヤ統書†局卜優秀な一とい

うと参れぐすが、学校Φ数授トなられ．てもいいような万

力＼．、 よくいらrし刈ったろト六いです一ナナしビも、乍丁ヵ＼そう

し．、ラ時代だったんで．し宗うか。実業というか、交際のイ士

卒にフが杜た。

イ左醸卒業され姉1京明治特年です、レかレ、渡迦さん
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にレて毛、最初は八高でしょラ。それ力＼ら一・高ド来られ

て、次卜商禾十大学、 それから工業大学というノ3・うに行か

れたでしにう。当榊大学れいっても、講座の敏ばい
去のよう1こないですから松。

西平  亀田さんば、オ蔓渓Φ佳二禾才交査戸斤1二いらっし十って、

サン7り・ノクの諭丈充書がれ六んレ’十后いで一すか。

イ左藤それは即りまセん。
松下  そうですよ。

イ左瞭亀田さんの学位論文庫雁率論といブビ。乞ルか
ら栗亨、欠字ぐ学位危取ら札で、演びん麻九大引二確

率論克出して取られた。これぱただ即のうわさというカ＼
われ一われイ中間Φう’わさだ1ブれども・豊田さんは祷輝さん

の非常1・あ’気に人リだったから、それで通っ六んだうう

ヒいラような話を間さまし戸。この迎庫わかツま亡ん．
西平 亀田さんば、．大体すっヒ碕易保隊局です力＼。

花薩 簡易イ柔隊局・で、仏1こ統書ヤ局ですか。この匁のヒこ

ろば、ち二っヒ詳しいないぽ覚之ていない⑦です。亀田

てん麻、1数理紋計学ヒいうものをビういうふう1・彩てい

たかといラこ〕京、r軟近高等数学講産」のr確率論及ぐ

哀／廃用・ヒ．いう題で’れ杯刺1書いて別表す。
松下 第一生命ト後で’行かれ・乍んじ’やないですか・

イ在藤 そ）そう。亀田さんは簡易保険局カ・ら第一生命卜

行力・れ仁。屯して、第一生命から紋計局1二人ろ。毛の低．

河国熊夫さしカ、束火大亭から来られ芦ヒ層います。これ

庫汗国さんト閉け’ば、’確かなこと1訳よくわかろでしょう。

西）平一 汨ﾌ、1渡坦弓禾’言Pさん。

イ左藤 渡辺さん1案・、私1本いういろ后策昧ぐ親しくレても
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らっ斥んです。たレか人工g年と思いますヴ中レビ七・／0
耳がな。掛谷（ん。が啄北大学かソ家京高等師範学校に紅
イ缶してここらナし孝して、 こして“孝（学考美音色合ヒいラΦ毛発走ζ

ざナし家レ仁。毎月第／土日蔓臼だ？’たと思います力＼者戸1ご’

の高’亨孝枝、享門学校の撒帥先生、いと郁家．束帝

大のだ生老来られ六ですげれ一ビ毛・そういう人たち毛集

めて、教学譲所余ヒいうΦ竜レ麦して、！入かλ人当着

をこしらえて・新レくけ柱稲↑した一ジ新しい雑詠
毛見て寄宿言平したりするような言美書百余が’弟リ家した。

 その謀話会が’終わると一、でく“｛江ラは有芯で’晩飯を一

帥食べようヒいラことでしてね。こ八が例タ1．卒しF掛

俗さん、浪鏡ん、国赦元清先生（私の高等師範帆生）
それから当時の高等学校の尤室、黒河（竜三）さんとか、

旧制の東京高校の蓮氾（喪太郎）（んヒか、人体ク＿8
人、一多いヒさば寸何人一鯖トご館沌食べる。景物俸ビル

ノ3くリでレたけれど・も、 しま＼・1二康成r長し家して、（笑）」二

野山下のノ島なベヒか、衆人の付属病院の人ニリロη大国だ

つ一だが川…。

松下 大国でした力＼柄’院P門宏て万イ列ですρθちょっ

と度志れした。春日町ですね。

イ左瞭 ヒトがくそクいうとミろで雀反乞食ラて、レまいに

は戸んだん高じて．斗次倉、3次倉もあリました。

 あの定生は、1杯入ると惰N穴でした仏。掛谷さんとは

お住家いがすぐ隣で’しょう、竿希給田の戸塚町です。わず

力、／00メートノレそこそこ商監オしていろだげ、 そういうヒこ

ろト住まい丁れて、私床下莞＝令でしたがら、基の先生方

の言蔓衡みたいトレて、いつも高田馬場まで一箱1一電車ド

乗リまして、実に愉伏な定生で’した。
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 それ力・〉あのた室ば、I日本中等放育教学会の会柔毛ヤ

られまして、私は役員をしていましたから、そういラ関
作でt彩ししくしていたわしナなんです。それからいろいろ

たこ一と。ヒいっても、人生上のこと老いろいろ赦わりま
した。

 ／フ細作関係して、潔込穴引こ聞カ’ルて、それ1・対

する本当の答之左し行いラ引二、托空亡くなられ戸んで

すげれども・狂ば、どう七紋訂榊説棟定ヒいうΦぱ、
オレトにわから雄、あし‘な一む†’かしいこと一をいわないで’

毛、 ライクリフッド（Likehhoo4）充求．φて、 ライクリ

フッ・ドの人さしソトすし、でチ1け己すればいし・じ十 后いか。 む

しケ毛の有が柿里的だ。こしト等分布の鳩帥）伍訳検定

ポTh・・ザfT・st帆g∫切回・瓦1加七κ洲1’なん
カ＼で’ぽでさない∠じじ十ないか、とし’ブっナしまして、いρくく

ライクり7ッドで．と：’れアごげで言沫頁で守るか1本わから抑とい

うかもしギしないヴヤしビ七、イ書ネ負産豆知リ戸ければライ7

リ7ッドから確率が汁算で・ざるんだカ・ら、雁率計算すれ

ばいい。しかレ確率汁算しなくて七、これを仮説と綱
ずるヵ＼しないかのう穴定しま、ラィクソ7ッドで’いいい十な

いか。

私下  それ怯・い実でも．毛うですよ。

イ庄．醸そうい一）こけずっと荊いわ岬、先生が亡くな
ら峠①は．こ①商亡＜なら札てだしかλ8打すわ。神

打坤言己応祭と一い→のをやって、こΦ5月でしたけれ

どt、私、帝か朴て行一だ。六†幾フで亡くだ一六です。

一楕で侑、久貫（稚夫）た室が演包さんト敏学て放れつ

て、い剛玄“敏濯．樟済の逆ド隊ル木ようド党わています。

国際基情散大学の学柔乞し偉人ですね。
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2錫5り

西乎ちいと諸が一飛・／ぐがもし才tないですが，久穴（ん

ぼどういう方ですカ＼。

イ左隣一楠の妨で！稿で渡辺㍍のぜミ大一／レト入
って、渡近㍍卜納の循導破けて、戸しか敏濯程清
ちヤられ存しし’十ないですか。

西平 才卦谷た室の膏舌とか、壱菜テ軍た室Φ書舌は、あちらこち

らト虫てさていろ人／で’す1アナレビも、あと何ヵ’・’．’’’。

イ鎌掛谷定帥誘，1木、tくなけし戸とき、何か出てい

ま亡んカツ。

両平 逓寸阜録ですね．

イ左蔽私ぽ、掛合さんぽ本当の惹昧の学問上の宋室でし
仁よ。掌枚に入っ．て、営枚マヘ先生から敗れろ州言当然の

．ことで、こΦ学ノ宅巾アタシア．㌧トです。学校ζ二入ったと

いうイ馬然の磯ご会にでさた毛Φ広んです。移←谷た生ぽ・て

っさいったよう1二談話会で’ほいつ七話の中・叶広一で、

いろいろな敏学喘毛汁ろ、せ問紬されろ。そσ）せ
間剃玄大体晩さん余のいですからρ。
 そのせ間柳申で一つれていろのぼ、・膀、島1帝霜
ラ南天」 ヒ し、ラのがあろで・しょ ）・。 あテレ体 r月莞こちノ島口帝し、

て」でぼなく、「月体烏1帝に若ち・たといラふラドしない

と∫只落ち、馬蹄く」なんという不合理なことぼない。
西平 、島口帝と力＼ムガベあるとが・・一…．

イ左緯そうそう。そういラ諸ヤら、忽承牽稲崎たけΦ
論じやない。教学で毛起承転結があれ．いう諦、せ間話

白ワにそういうことをいわわ！て、私俸いまの着実言古倉1二於て、

いういう婦克聞いていて、自ゲでこういラ間題が間懸
1二ならないがと／忌ラ・たヒさ1二は、移ト恰扶二生のしころト行

って、r先生、こういう問矧ま問題Fなリ家すか」ヒい一
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て聞香ますヒ、それは問題になる力・らヤ1てみろという

わげです。

 当時、といっても、あれば菜す（大容から車云イ土してこら

れて、某く話克されたんです1ブれビも、耳行線で’ぼさん

μさ、岬軍行線．いっいても距離が麦わらない等幅曲

橡丁）問題、これ1紳六大学で／つの茉逸の間頬として準

ソ扱われたという。

 それからマッチ毛アー7“ル面上て回埣云さセ戸ヒさにで

冬ろ最／トの面創的カ＼といイような問題、これは先史

も自分で七解ヵ＼れ千けれども、ドれか外国人毛それ1こ興

味吃持フーて、そ仰解離寄作とかいう話吃閉きまし
仁。

 そういうぐあいで、非常に平々八々ト見之るような問

題で・有バヒ人の気づカ・ないような問題、それを定生

がよく於され仁と応うので’す。そ1で。私ポ島あいう

ことが問題1二なるなら、よし、才レもひヒワ平々八々の
間奏雲で．七い’いヒ層って、いろいう才キつていっ仁。そうす

ると、先生はヤってみるという。そ柞で’やワて持ってい

さますと、 どうもご①布之は布よっと日リくビ．いから・

ノマ本こういつ斥ような方向でヤってみ六らビうた’といラ

ふう1二、よく敢之でくルまして、幾つか持ってい’き実し

た。そうすると、これ（ま問矧玄いいげれビポヤリ柱
してぱこれし・やま1ずい・七つと方法を精密ト孝之な．一いと

いカ＼柳といっヤくγし仁りしまレ†こ。そのうちのユつかな、

／つ1玄当時のr徴物」⑦記事の中卜、忙空に出していた
だいト。ちラ／つポジ’ヤバ・ニイ・ゾキニナ／レ・オブニ

マてマテ、クス」ト虫してくれブ…。こ札1玄英文で’書きま

したけれども、日本誘で書いたの俸、当初日本中等敢育
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歓学倉の雑詠1二、λ～3回公し六ツし奏した、

 いチルにしても、そラいう間態の取ソ」二げ有ヒか、桝

さ有トプいて、しし一ゆラ定宝（こ敢わったんです。ひヒワ

もめんどうカベらないで、敢之でくルまし芹。それから感
1じしたの1ま、 すぐ見て、アぐ抑仁言平してくギしたですれ、 こ

れば通常⑦人なら、いヤ、ぽくなんがだ・たら、「ち仁つ

と／日一λ日待ってくナし」 ヒいうヒごろで．したが㌧ 老生

は尼一ですぐヤつ てくれまし仁払。

 誘俸脇道にそれ表すが、フいでをもっていいますと。、

イキツス1二行きまして、大学碇卜入杵てもらおうという

ヒき、丘・尽・ビ7ソン’が、い奏麦でどんたものを零い

たか・あれば尾七ろヒいうわげです。毛作で・をの英文
のヤつ乞虫レまし仁。だから選稀弐験のヒ守卜、／フの

材料ト后ったわげです。それがなか。六ら・ただ尊F高
等師範学才定の方（キ受だといってイ子っても、李’そらく人ナして

くナしなIかっただ．ろうと／そい玄すカ’ら、 あナしで手許谷．十ヒ生ト

ついて1す、深く学庭無し’ているのです。

 ／つH玄、先生の懐が深いというか、度量が太さいと

いうこヒもあリました。もう／フチムト率いしたく7）は．移ト

谷托生の長男力久那さんというのが、大正／λ年に私の才旦

仕の学年1二人学してこられ仁んですよ．。そういうことが

あったリして、オ卦谷た生カ＼ら虹フナ並みなら抑思庭を受り’

表した。いずれ。1ζしても先引よ非・帯ド1オリジナリティー

のある方偉ヒいう評判があソまレ仁。
 ただ末す仁てば、これは・せ間のうブつ†たけれども、」当時

の家すω数学主イ生の林（鶴一）先生ヒぼ、どうも乏ソが

合わないヒいうこどが／ワヒ、そ十tがら東京高等師範掌

核で1女、数学の専攻科を置こうという計画があリまして、
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そ⑦専攻赤キのヶ巳壬ヒしてブれがすぐれた／く力ぐ石欠しいとい

うのが＼嘉禾内治五杉戸という当時⑦枚一長の打常な希望ぐし

芦。 そナしで自珂の矢を立てたのが、存←盾ミん。だというノ｝、

う一卜聞いて引麦す。

 これも裏話で、間拷ト間い仁んですiフーれビポそうい

ういい人’ｾから一緒桝ばで’さるだげ虫そラというりで、
才支柔自身かごナしだケの庁肴劣キ吃炎セ1ヒいって、当時車ギ事ヒ

いうのがあヅまして、これは事務ヒは追って学校の敢頭

役朴いなも。で仰。これがいろいろな敢育参ナ画とか、
枚肉の予算の編成とがヤっていた。毛の人が、予賃が’な

いといクこと、それからその倖宿てば・現在いる国枚先

生よりも街桝が上になる、だから一といって米つ戸ら、

そんなこヒ床構ね粋、それで文渉しろといって・亥渉（
札’

m。

国核た生〕ま．宋六僻業が’／0茸遮うので．す。毛れよ

りも給料が上ヒいうわげですから、ヤむ一党得ず固根矢室

毛・掛谷先生と同桁ドなつ戸いう裏話力・あつた。乞札

1家ビ嘉納汚五郎さん庫、いい数学敢員充湊戊しようとい

う考ば・掛脱室ち寒ナb大学がら呼ば’杯んで’抑。

 ことのついで先もっていいますピ嘉納治五師ヒいう
た生は、これ体いまの時付十あれ・たけのこヒをヤルるか

どうか、ち矢つヒ疑問ですげれども、学校のこと一ト関し

てはと1二がく王様でし仁杯。

 毛う／フ1女、当時（ア）ノ気習としまして．高等学才交、専F『

学木瓦に入、学するため1二1よ、固、ヲ莫、芙、孝文ができないと

入れない。ですから、当野の中学校で1ボ圃誘・漢立一

笑話、毒矢学1二非常にヵを入れ衣んですよ。したがっIて、

この万面のいい敢貫充養成し．なげればいか抑ヒいうこヒ
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ですわ．それでまず国、漠の身作科を置い（、いま現在
中学木定トいろ国、ラ芙のだ室を、モうひとフ巴宇多げじよう

  o
㊧平 再放育ですね。

花捧国、茨が最杯乏れから英語の車1鮒を置いて’、

次1交歓掌の専攻科を置こうということを孝之られたんぐ
す払。

 ビろが、ちよラビ大正／！年、一楠、蔵前、神戸存ビ

の昇椅問題が起こ・けしょラ。そμ専攻科が立哨
之ドなって、文＝τ里糸キブ（学カベでさ斥、1文子里科人学がでさろ

までも、いろいろあツまして、潅（買養成の法令ヒ人営々・と

全然性質が違う。だから、そういう壮質の遠れこ引・

大学はで沌い’。こういうのを、いろいろ飾里刊彫後
をつけて、文理科大学がでざたわげです払。だカ’ら、1

稿とか蔵前が先にでさて、彼11な。てヤーけ予粥大学
がで考仁わげです。そラいう事崎で・専攻科棒立ち消之

卜在、て・文τ星考キ大学が昭木口4年にて“言たん・です力心．そ

のと竜私も・それ家で付属中学校1二奉㌧たんですが、本

技1・変わったわげです担。

 付属中学校トおっ斥ヒさのミとをいいますヒ、美濃邦
亮壱育が中学λ耳のヒさ、毛の紐で一仏俸代敏を．考文え’仁。

あ⑦紐←一は。美智子文己殿下の＄’父ミノしの正国英三郎さん

がおられまレた。正岡建次郎ミんの弟さんマすね・それ

からい表Φ統計雛の鎌である米沢牟支君1女・私がλ
回目1’／宮から5年表でギ邑イ壬し仁系且の空彼一でし仁。 二の

間耳飾田で写真充撮ったの充見るヒ、自一髪で、私の末生

のよう1二見之ろ。（笑）松下㌦、非常卜若く振れてい麦

レ仁仏。
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枚1・乏ラですか。ばくは兵く見なかっ六で’す。

イ左藤 輿さしがビうレて工く見なかったんで’すか。輿さ

んがよく見てくれたんし一ヰないですか。

松下 いヤ、足ないですよ。（実）．

イ左膝 ヒ1二かく米沢ミん1よ、方兵うど7回’日ト才旦イ金した。

あそこは一営年才旦イ土は／外力＼ら5年まで全音戸持ち上がリ。

散掌ばかリでなしに、生徒Φ身上い関すろいろいろな享

稀吃持つのでし仁。芦だ美濃音陥仁ちΦ租は、私的．敏
た／づ’吃考欠乏。ま。して三。

 青諦乞すれば、私が大正6年付中に来斥ち一ふうど毛の

とさの3・年隼が・物即菊1伍主君、梵霞岬井応二君、

目中関係のせ誇有し帥島健綿ヒいう人たちでした。

斗昨が・日銀の級執をやイり大蔵大臣をヤーた山際
正道。君。1年生1二は、テ己文評次官の祁田浦肋君がいて、

この人たちト算術乞牧之実した。

西平さっさ有いと話の沐枇の杯先生のこと庫有
力＼……。

イ磁株先師ごと1ま・先年、仏舎で教学教育倉Φ人壱
のあったと1き・ト・ち兵っと書いて秦色該き1こ式家レ作から、

トレか毛の別刷リがあリま一す（r）で、差し」二げ家すよ。

 こ①デ＝二生．1二ば・私もずいノ3ぐんかわいがって毛らいま1し

斥。ヒいう剛ま、日本中等赦育歓学会の雑誌へ何か寺き

表すと、叱・ずク巳生がコメントしてく水し仁ん・ですよ。メこ変

あ’もしろかっ六とか、七つとあ杵を深めてヤれと力＼．そ

ういうことちいってく4／した。

 それからイム引・行tま二して、一度1玄教学放室へ、一度

俸あ’宅へ伺ったこと七あろのです．孝文学考（室二に行き家レ
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芦ヒ汁、研舷に大ミな盆虜乞置いていらつし十るの
です。「ヘビ、先生．ず一い・3くんあ愉将ちぐすね、やつは

リ家へ董くと心酉己なんですかJヒい。六ら、rバ’カい之、

こナしぱお盆し一やない。論文毛入ナしろんだ」つていわれ・奉

しト、諸外国か惰文が釆㍍き1二、こ戦紛穴レ斥リ

燥い仁リし仁〉稲済家拘から、倉庫1二八れろんだヒいわ
れろので＼な引条ビそうい之ばそうだ’など思うた。

両平 論文①原稿のわげでψ。
佐藤束プに激学課ヒいう歓学雑誌、あれ⑦原稿を入杵ろ

斤幻ト。 太さな金ノ学て・レ仁．なろぼビ、それ庫そうプ…：な

ヒ足、た。しかし、七のデ麦、あちこ弓ドグア、て、そプレだ’

げφも①乞伎、ていろ人はいませんでし斥ね。

松下  いヤ、私もず’いポん■気乞仮いました。ヤ・ばツロ

ッカート人礼去レて……。

イ立腺 ロッカーならわかろげれビも。

松下 それ力’ら住庫毛買ったんですよ。それ1末ノ本当1二そ

うですよ、ことト木造の建物のヒ引ボよ1まビ気充フ1づ’

ないど。

イ左藤本造でした。それでた空1二敢之ら牝行ですわ．

 そのヒ引て、いろいうな雑談の利二、布いヒ人㍗名
前姉れまし戸げμも、索た大容で学位をもら一た人
がいろんです末。ピろが、それド対してイタ’リアから、
そナしヒ回レこヒ毛た’ナしだれカくずでドヤっ （いる ヒし1っ て、

コメントが来トらしいノ〉て・すな。 そこで冷凌俸布禾先室が

そのイタリアの学方に、日本てば、孝実学毛やっている有

でイタソア諸の読≡めろ人間はいない。セいせい7ランス
諦・ドイツ語に読めろけれ・ビ．も・イタソア誘乞亭を抑ろの

ぼいな一いんだ。．表た。その請文の執っているイクソア語
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の薙誕k、こつ巧F辛存いんで、これ俸独立ドヤったん
だヒ向こうへいってヤっ芦トいう話克閉ヵ・してくれ仁。

Tな。

 それかシ、この先躰けなくヒも糾こ語名してくれる

とさ怯、何でヰ（㌧くばらんドいツてくれ表し斥ね。府
婁等亨吉、 こナじは当日手、 京承ト大学の赦授ちさオして、 そ才’し力＼

ら一高の夜長有された有名な人で’す払．あれ1辞斤瀬戸稲

造さんの前か後かトー高⑦穆＝柔をして、 多核：・長ヒいわ札

た人でした。

 この先生広大変な一蔵・書家で、その蔵書を孝邦東に大学

で買われたそパす。この図書館を杯先生が主宰してい

斥ので・それを夏ラたという話でし仁。 その中ドぽ、簡

軍トいんば当時のエロ本もが在ツ奉一たらしい。「先生児

也でく才しますか」しい，ブ…1ら、「うん、見せ1でやろ」’ヒい

った1γれと1も、老いと時間がなくて見立て毛らえ柔亡
んでし存。（笈）

 毛の目、イム合の川向こうヒいうのがず’フと桝哩雇が’あ

るヒこうですが、老こ1こ行ってご’ちそうレてキらい孝レ
て、ツ帝っ て多た。

 をの次ド仏舎1三行ったとき1こ、r欠任ひヒっさようK書

斎を見セてくだ（い」ヒい一たら、rうん．よし」とい、

．（見せてくれまレ仁。これ俸・母屋の前ト別才東が’あリ家レ

て、その別杯に書斎と客間があろんです松。雰間ヒいう

のはP乎杯で’、斥ドた生の勉残部屋です松。書摩の広さば

20畳ぐらいでし仁。それがずフど李石探すため1二往来ぐ

さろ程度㈹醜充置いて、す’いぶんたくざん本棚が並ん

でい家し仁．本棚トざ一レリ本が詰まっていま；レた。特

F加算①本が多か。トです払。その本棚が並んでいろ麻
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の上に、 こて’哀募（いてオ＝凡定置いて、そ十しト書〈がけのノ民

稿が孝つかってい斥ですよ。当時俸いまのよう1二、万耳

学仮いま亡ん①で、いソですよ、担ば。判クい約の
大ざ江ヤつ1二、六さな字で書いておら・れまし仁払。

 そのようなものを昆亡でく汽って・拒生ば・こ朴は
ビラとかこラヒカ、いって詫明レてくれ家し仁。そのヒさ

私俸、「老生、ビうしてテーアノレをおイ文いドなら雄①です

力＼」 どいつ たら、 若いとざばアー7“ノレ兎イ束っ たん（一すっ

て。 乞レて老い老ト、 テープソレ毛イ定和な1づ一ナじは、 日本式：

の布U二すわった／）じゃ斤ε率がユカぐら存いビい，て、 7－

7・ルを老カめ戸といラのです。 そして学室の倉柾わかのと

責毛、さよう1玄く‘フを脱ぐのブ脱がないのが聞いて、脱

がないといった〉出て、汽定ぐと一いったら虫なかっ芦ヒい

うのです。

 ところカベ、 この年トなろIヒ！幻て走竜之ノてい斥ヒ思い

ます払。もうこのヰドなると、ぐつ脱ぐヒころじヤない
とタいメだ’。 、、す1．＝冴要カ＼1アるようなヒころ1玄出．ない。 そし

てテーI Vリレ1言みんなすみラこにヤっちヤって、こオ／しが一

番落ちフくんだヒいラて、床の上一トござ“を敷いて、毛布

ろん摩布団を置いて・相・肘・てヤーでいま．し乍θ

 定生麻よく家末へ蚊てこられまし斥。東京へ釆ろと、

うわ育で1玄新橋ド行力、れ。ろという諦だったので、私も遠二

庭なしトr東京で幾らくらいで雄1べるのですか」ヒ．いっ

たら、「だあ「、月ド80円もヤっていナuギ・奉’もレろく遊室

はセでく札るよ」ヒいってい案じた。

腎不杯た躰、あ省持ちだったんですか。
佐藤 中等学校嗣の数学の敢科書が非常ド底く依カ札ま
して、仏会で店亨額納税者だフた。
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西乎 印税ですね．
何醸碓卜．r敢科書カベす“いノ3（んたれて、刀ネが乍ま、

でしょうカ、ないでしょうJヒいったら、丁うん、オレの牙古

寺キは税金だ’」といっていま：レ芹。そナし1玄本当ト雇匡］名ノ委L

扉レたんですよ。あの先生の放科、・書は、も巧ろん板いヤ

すかったのですり’れビも、ま芦ビこへでも気輯ト行かれ
て、石河究食ヤイ司一がで・話（ナして・宇旨等ざγした。 乏れで・評判

力ぺ非常ドよがr戸で’すね．どこのた生で’も杯さんヒいう

と、寧筒Kというよりは’非常に秦昆しみを本手ってキ萱亡らナしア…

で榊。定生自身も非常F大らかト接亡られたしね。
西平 杯定空ですと・あ．犯之。の人力車力、向丁か、そんなこ

と1京ブよ㌧＼∠）です力＼。

イ左藤 杯元生q）とさ1二1宗・毛ういうことぱ出てき芋せん。

その前の育奏う撃さノしのす易倉、 ニオでは才升谷ナこ室力くよ・くいれれ

た。藤滞た生なんがとにべろと、われわナじは7ロレタリ

アドなんていわれまし斥払。

西キ 蘇湧た生ぐらい柔でですか。

イ左薩 開いてフナますと、 どうも網ミ輝元室のころで、ます’

終わソなしでしょう担。掛庵化生なんかになろピわれ
われとにべ斥らまたちょっヒ格が遠一って、穆己者開きの門

があったリな！！かして、す「いノ3くん。段三室いだと雇い実レ仁

1づ’れ・ビも。い表の大学のだ生トなると、その観者．開きの

門モ。なくなって、ビ㌧〉と才甲して、す．ぐドアがあくよう

な家に入るわけでしょう。（笑）

 藤津さんの諸ポ掛谷（し床何回ゲいわれた。有エう
ビ藤薄さんの鬼手が附属ト率てい実レて、私の学年担任

した紐卜3年表で打つで、3年のヒきト札に転校しまし
同プーれども、そういラ関体で、恵一引二問いたこどが’ある
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んですよ。帯ト谷た空がらこラいうことを聞いていろんだ

がどいゲ戸ら、案でにそのと茶ソだヒいっていまし斥ね．

 家ゴ玄関番・書生というヤつがいて、あ’椛わの車夫が
いろ。そナし々＼らしい寸フカペいて、飯米ズさカベいて、・卜間イ天．い

一がいろ。唐榊中。稀純し芦ジ着物屯けんだ．ツす

る⑦が小間依い．名’さんビんげ、含戸斤で依炊さ石ヤーた

リがまビの用事吃ずる、一じいヤは一家の周ソの掃豚毛す

る。それカ・ら書生は一あ’客さんがあっ大ら取リ次ぎ石や
る。

枡谷先師剃1よろと、藤津た生が学椥二次勤ミμ
とくH玄、家ヂし“いやが’そ。前ド方ヤんと玄関カ・ら門麦

で芋亭萬くレて一一1オく危まいて、戸『一’の雇賠開ミをあげる。そラ

すると、車夫カぐ一軍充於して用夷ずる。そのうちに、．輿が

ら舵が虫でこら札ろ。そうするピ家の壬郎党が住卸
玄関1二虫で、そこド三つ稚吃っいてrい一でいら、しゃ

いまセーヒいラ。書生1まかばんて待ってついてくる。そ
して入力車に乗ると車夫峰先生トひざがけ毛ゲ1プ’て・ヤ

れリ’ノ／ソとへ・／レ克鴫らレて蛍かけろ。そうすると、

虫た倹、じいヤガ、門を閉幻ろ。

 杢’帰リドなるころト1女、！00メートノレぐらい・先か．ら、

リリンリリソと鳴るんで、じい．ヤカベ門を開く．そして卑

が来ろビ、書生がかばん克実け取フて、家の｝即党はそ

ろラて玄関で迎之ろ。その前に、門が開くと咋んな様
のお1帰リー」といって、奥がらみんな力ざ虫でくる。そし

（玄関のところF手をついて、「ふリ帯リあそば亡」ヒいう。
西平  大学孝文子受の祐喋斗だり’で、 そういう ことが’でさたん・

で’しょ うが。

花薩明治ユ9年ごろ力＼らずっと薩淳た室のr算術教科書。
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r竹’敏教科者』それから「税代敏銀杯青』が・当時のキ

等学校・師範学放で・ほとんピ全国的卜仮われ木んです

れ。そういうれげで＼印税1求すいぶんたくざん争ったヒ

層います。したがつて・裕福だ1μ屑い表す。いずれ
ドしてもそういう生活才象ギ乞、才卦斥乏ん1玄非常1二つらヤ

んでいたですよ。（笑）何しう貴族院議員1つならナし仁わげ

ぐすから払。

 現存ずる人問で、生前の南ブ叱穴麓さんを見斥、私は生

さ残リΦ1人でしょうな。杉村（収）欠即）ミんぱたしが

ト見ていると思いますが松。

 菊氾大震さんば、力．一ル・ヒθアゾンとケ’／ブリッジで

同級で、私が’イギリスに行って、力一ル．ビアソ’／のと

ころにイ子っていろいろセニ言酋して毛ら．ったのです力ぐ、 その

とさドピアソンカベ、石・β・ビアソ’／卜私を糸召イ㌃すろと

いって、三皇れてい。てくれ美し仁。大学のカーノレ・ピア

ン’／①許屋と、石・∫・ピアソレの部屋1よ、／00メート

ルぐらい敵柞ていましたか、ア有段がλつ、3つあリ家し

戸。その間、乱ち寒内レてくれろのに、ハロン菊池の息
享たち1女ビうレていろが。乞の／息子の名前もよくノ覚之て

いまし芹。秦二君1まどうしていろが、正亡君1ま一とうレて

いるかヒ間いでい麦一した。．毛の上の人だったか、いま方

よっ．と名育t充忘・〆しだけγじと：ヒい カーノレ・ビアソソのいた

ユニノベーシティーカレッジで一・ラザフォードの毛ヒでケ

ミストト充専如昨。そういうことで非常（二よく．矢口
ってあ’らナし仁ので、非常に彩色しい、：な’フカ＼しいようなこ

とをいわれ表し仁。

 その菊池ミん庫、ち兵うピ相が’附属ド采たヒ引こ、そ
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の息参が町年生て“げ。そ伺い客でいえば父尼食、保
証人会というのがあリ家レて、そのヒぐド菊池さんが来
らナして、イ交、父兄多量譲こ会、看放室で季墨書吏すろわしすで・す力ぐ、

これば当時の才旦イ壬をしてい仁先生の言古で’すげれ・ビも・だ

し力・健三君ヒい，たかな、ごめ人が体が弱くて、だいノ3ご

長休みしたんですね。そのけに菊池さんが呑日掌枚に

来られて、授菜を見て、そして学槙であイことを幻
さんトす㌧と敢之らル戸。

西平 敢有ハ。ハ。ぐすわ。（笑）

佐藤 島れだげの身分の人・当時．男爵ですよ、文部欠
臣もヤらナし、家ブく希ミ長哀ヤら水し仁方乃ぐ、・学才之↓ラ率ら木して

授業を見て、そレて写侠さんト、学・枝で考よラこラいラ・一

こと志牧之。ていたといって、子／芙さんド考文之。らナし斥んで

すれ。 これ1衣方よっ とまねられないですな。 もっ とも挙

米麦二から冨巨簡色にして夕00メートノレぐ’…フいの、久竪図丁に位二ん

でぶられた。

 ケンブリ、ソジで1玄、大変髪タこ掌が’よくて“く仁ヒいう話で、

数学の賞を毛らった。カール・ピアソンと！司肩艮だという

ことを工く聞かされて本リ家して、そういうこと乞ふっ
たリ、そ杵からこの、間もいいましたように、字川（歓穴

郊）さんとか、戊賢（清松）さん．此像（時重）｛んと

か、近藤（鷺）’ざんといった人が、行かれ仁こともあっ

て、私畔常にカール・ヒ・アソソから親しみ克持って赴
きれたんて“す松。

西平 いらした方がちゃんヒやられたいい方ばかりだっ

たので…… 。

イ左藤  そういうこピカ∵牛常ト宰セレましトね。 ヒにかく

菊池さしヒいう人を直拷に見たり、それからお’ラさんだ
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ち一五寸君、セ室三君、その上が泰二君、二の泰二甫がケ

ミストゾの人家で・健三君というのは若くし．てtくな
ら札仁。

 菊池尺麓さんば、幾何の敢科書を日月治二十何年か1二出

さ札て・これカ、一世宅ノ訊庸レ穴わげですよ。明治収坪く

・らいまでは・中等学校での綱の敢科書体はヒんビ菊池

・さんでした。明治牡寄ごろ1・なって杯鶴一（んが幾何の

教・科書、件数の教科書、算術の敢科書屯考か牝て、それ
がだんだん、幾・伺1玄蔚氾さんの本の冷蔓分を食い、算林予、

イ寸毒幻京鱗1ラ軍さんの々童分を食って、ヤかで大正の／0拝ぐら

いトなみと、1菊池さノしの孝（科挙はほヒん．ビイ史われなくな・

ろ。 もラビも、菊兇ざん1玄朗泊二十何年ごろ1こ拭きれた

孝実科書有改言下（れ表して、大正タル6年でしたか、新レ
く書きかえられましたけれビも、もラそのころは、林さ

んの万カぐ広く用いらナして奉’リ 表した。

 ’薩湾さんのr算術∫初等イヤ敏学』ぱ、相当牧までイ史ρ

れましたθ それでも、家麦）大工巳ス～3号ごろトなると、

杯さん。放禾拷の方が’ずフと1広く用いられろよう1・なっ

たと足い表す。その迎のことば、カ＼フてr科営者疋育』卜

書い斥です。これ亡後で別刷リをお迷リレます。

 いず川二しても、教学敢育界てば、萄沢㍍、穣浮さ
ん1の茅’み人は、教科書名逸して日本の紋学荻育の巷石免を

築かナし斥ヒいっていいヒ思い差す。も有ろん、両者’、日
本の教学Φ茎凝二竜壊力・れた人でもあろでレよう担。

両平 すつきカ本さんのあ’諦で、索κ大学のことば宏仁．わ

げですが、京都大学の統計関体1玄・・・…？

イ左藤 不幸ドレて、京師大学の様季は全然わかヅ実セん。
西平  米田先生二1；いデれぎ書舌乞’向うので’。
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イ左瞭・トだ・ この荊申し家し存すれども、安川さん・カベ’広

島の高等師範掌枝を公で、京都の彰ζ学矛斗を虫で、械浜の

高等工業の放校になられて、高等工業の十空質上、当時の

挿勢から、統計学的な末口部学生に与之なげればなタ佃
と処しられて、純汁学をヤられ。たんじゃないかヒノ巴いま

すれ。

 それから、辻藤驚さん七京郡人学です。あと成賓さん

ば東っ巳文学です松。比條さんば宋東久学です。 しかし・

成育さん帖名占屋（1）高商ド行，て、徒許の必等充感じ’身

れたかと思い表す。帆條さん1ま・いまの高松高商でレよう。

 ・私の鳩創グこの間毛申しましμ引・・学科け1二
鰭ヤ学ばない。代牧の扱件書、参考書の中1二一順列紐倉

亡の応・用として石蓄率があつて1巳、確率は全然省いて教1わ

らない。たがら当時の高等師範学放ヒレては・そういう

予備失職は全然皐之られなか・たし、そういラ講教（∩時

間もノ室慾なかったわげです払。広島も同様だつたろうヒ

ノ思います。

西平 あと、古い方てば森拳（楓（ん。

イ左藤森歓桝（川ま・余りあ’つ冬信いもなカ・ったし、直

拷H素知らないのです。ただ、原名体い家ちタっヒ走れ・

表したが、エールの純計学セ翻訳されてヒいう力＼・あれ

｛士含にして書かれ存ヒい、でもいいと尺・うのですけ〆し

とポ『一鮒．計諭』ヒいラの衛さμした仏θ人正価
弄でし穴が。あの人体黒河（祥三）さんと同狐ですから・

東大克久正夕引二股ら杵仁ようト覚之ています。そして

久正9年1二、穴善カ・らr一般釈討諒』を於レてあリ家す
れ。
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両耳 あヒ奉一苦い方で’1玄無違雄（し、海軍兵学校。

伍穣これは知ソま亡ん。
西平 松本指尽郎さん一・…？

イ左穣い実この人、ご存命・ですか。

西平  あ’テ己気です。

佐穣 ひヒころよく余フたんですが。この人ば鉄道省に

入られ仁。知っている州まその程度ですわ、ヒさビ名会
で瀕蛉わしたで’すが、欽銚Φ絞討関係を圭一宰された、

私なんか力“よ．く会っト時ノ分一ま・ まだ若かっブ三げれビも・

条た老ヤ事矛寿てやっておられだん・じ斗ないカ’ヒ釆1います・久

しく倉本つないで’す。 あIプ（気です力＼。

西平  この間も才裏下さんのヒころド見之汽リして。

イ宏烹豪 太、っていフー1；げナしビも、まだソ、っていますカ＼。

西平 之之。

 そのころの．先生ヒ岡じ、あるいは年上ぐらいの方で’・

練計関係というと大体そ◆なもので“しょう仏。

イ礁二ぞんなも①ですれ。1巳條さん1ズ会之は乾しく話
はで・さろんゼげれビも、余リ統一害†のことについては話し

たこヒないで“す。

 あの人ぼ麦たち若いはデですよ。茅0トなったかな。80
て超之たかな。あΦ入のあ’父さu幻蛛時敵さんいい

一麦して、明治のころは第一高等学末定の枚長であったよう

ト足い家す。石をか栗京帝大の敏1営肢です払。な乃’なか有

れ先生でレ仁。広島高等師乾学校の初伽核孝力’ら・

学習院の院毛1二なイような記偲があツ麦す。学習淋
ノ確か乃木入ネギの後でし仁。

 あん／表一）イ砲蒙→大ご態・よくあツま亡∠ノつ’．

西平・この間の学公のヒさもあ一いで1こ1まなっていたんで’
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す。ビー／け何杯か徹しでぼいら徴しゃい家し〔アμ

毛、にこにこレていらラしやって・寸あヤあヒいう調子
戸ったんですよ。 どラもちょっと言己ゴ実ガぐ……、

イ左醸  こっちもだんだん李款辛亥に吉欠緯レてさたカ’ら’一’’’’b

（笑）

〔虹詳／！月！9目、佐藤．定生カ・レ以下のような補足のあ’詰

があったので・、ここに記名家してあ一く。（西平）〕

佐藤κ條時重さんのあ父（んの比條時敢（川玄、初灼
1ま一高の根長で、それから広島の族長1二なって・役に掌

雛柔ですね。もラ／人Φ紬時敬化と取．リ逐一むて東

紳六Φ農学評のようトい一たんですが・そうじ中ない。
ゴ巳イ零時萄定さんの方体、月月汚3牛穿卜第一高等学校の末文一長で1

す。広島1ζ39年です払。そのヒき1二籏（’行1仁

 それ。力＼ら斎横着（わの実父、こ札棒大川平王即さんヒ

いって、・王チ製紙のネ上長だラ戸よう1二党之。てい表す。 こ

れも石重実なこと．どは書いて振＜て丁ヒ足う」というよう

t二、これ（r統計・）1二書いて為リます。斎藤ざ／ソトそのこ

と乞ただして、二斎藤1さんもをのヒ素’ツブ……＝といっていまし

た。

米田 二蔚麟1音ざん1というのは、どこかのイ呆限会ネ主のネ士長

さしです払・

佐藤 第一生命保険。

米田 あの人の奉．父ミμ玄斎藤賀さレで1し沢う。

松下 それバ養タなしで’す。

イ左藤  その養タが空麦ナし落ちるヤいな・ヤ、すぐ養嗣手に

レ帥です、というの1女、犬川平三郎ルと、斎稀賢（

んヒ1嫌友で’、大川（んのヒこ引・ぱ子俄が次々意ま札
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るけれ．ビも、斎肩裳こん（∩ヒころし二（玄宗壱タ昏してもな・力、斥力＼

在家ル狂い。r械パえのとこ列1子供が産まれ仁ら、
オレ1二くれう」といってい仁。ところカ、、あろとさ斎育家

さんのとこ引・．「オレのゼろにれク子條が産家作だ、
どいラ電話があっ仁。「じゃ、それオレトく打しうJζいっ
て、潅まナし箸ちそカ・ちすぐ養馬弓手1二じ六ヒいう話な／ノで

すθ 珍しし1ですね。

米田 その時代tボ男ヒ男のつさ盾いでそラいうこヒが’
多くあった／ノでし尺うね。よくレ中ない、たまだろう1づ’

れども。

礁こρご引ま肢が竹んで。く笈）
・米田腹芸。いまΦ腹芸ぱ㌔つと違うじて・す払。（笑）

伍蘇重宝な時イ小狂ったもので一す。

〔襟足部分終わリ〕

西千先生のr統計』1て書ゲれけの充秤見アると・斎
藤斉の話が方よ，と出てさます松。

佐藤 斎藤斉さんと体、統計数擢研実所の問題で頻肇卜

去’食いじまし仁．ち仁っと補追にそれますが1、て、・さの

1弛裸一郎さ〃、窪田ノ締さんと牽大は同殺生で、非
常に親しか，たよラです。

師あ雌学関係でない万で、この問放斉測定客の田．
中覧1すんのお筋力“あリましブ（げれビも。弟ヒ古賀行蓑

さんとか。

荷蘇古賀さんとか岩井ざ◆ヒがいう人／玄心理学者で、

イギリスヘ行ってカーノレ・ピアソンのヒ．ごろで統計を尊

んでこら札で．1じ理学方面に荻計家用いられた。

西平 ヤ7ぱツビァソ’レのところに行っブ（んですが。
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佐緯  そう。田中寛1ミんも仁0アゾンのヒこうで校訂法

の講義を開いて㍗わげです。私が紋訂れいラものド
ついて知識’充得斥ヒいうか、統計渚のいろんな誰を聞い

存Φ庫、い柔の岡牛貫一さん、オ録時法文部ミん、こ（1）．ユ

人力・らです加。この人たちの放育測定ピカ・心理測定．ピカ・

いっ仁講剤欄カ＼ない。ただ、こΦ人だれ諸をすると、

棚己陶線か’どラヒカ＼正規渤族4規雛（、正常分閏己曲

線、正常分画己閃華疋．コーリレーション・コェフイシェン

トセい、仁ような言葉、それガ弓Iテスト問題、ある1・ぱ

試験問題のいい患いは、琢補が／一マ／レな’ら棚己脚線が

ノーマルトなろかならないかで決めろニノーマノレなヤブ

は適当、ノーマルで・なか，たら不遠！れいラような諸屯、

いろんな機会に間がされて・統計の．知識を得た才つげです。

 この間も申し家レ戸とおゾ大jコ≡110年に附属中学林で、

入学試験にぞ札柔で’基った芙譜充外したそのかわりに、

試みトメレ71レ・テスト屯加え仁ところ一が・／年たって、

従来の布法による入学試験の成績と！年たつ尺ときの戊’

積との・コーりレーションてヒ、て、算術の入学詠歌の成

績と／耳の後のべ積と（7）コーリレーション体、たしガマ

イナス0．03たつ夫かな。非常ドコージレーションがない。

／ンタ／レ・テスト⑦成績と入学改1年改の成層とコー．リ

レーシ3ン峰0一μだ、 そナしで、メンタノレ・テス←の有力、

選抜方族としてぼ教学の入学試険よりは有効だヒいね外

斥んでアな。

 とこうがわれれ川ガことし人イ途中でば、／耳だ
つ戸際の双籟ヒ人学試験の凧籟と、コーツレーシθン
がない方があ六リ まえた。何といったって米仁がそろフ．て

いろ。米江力でそラっていろのぐコーリレーションカベない（o
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はあたリまえ。だ、 といって反訴青した。

 斥だ、プ払が一着系定言ヤ参乞もラ と勉夕室しな1ナれ。ばなら な

いヒ沢・った（ア）は・あの／く＼たち1τ千丁かというヒ、 ノ。ロノベフ“

／レ・エラー（汗O版レ！e盲生0戸）の3倍ぐシいないと意味

をな（ないどい・プそれがどうして毛1わ力＼らなかった。

そういラことで’、亦1。ジテ1フ“1二もネガいティブ’に亡 ヒにカ＼

＜絞討・の1主さ斥知識を得たのは、田中寛！ざんヒ稽崎湊

太汗さんだった。

 田中さん1本、文擢科・大学で・し濯学教室がで’きたとき、

彩日計のでさろの力“いない、しカ＼し学生に1玄旅老ヤの知識’は

寸分ド伝いヒ心理学の肝む寸十分1二いか斥いという孝之
万で、私に一心理学の助敢授1二ならないかといρれだんで’

すよ。私1よ、なってもいいですよヒいっ六んですが・田
中ミんカベ、毒（学の主イ生の国木芝元盾先生のところにイ子って

そのこと一をいつ斥ら、．それよいカ＼松といってピなられた．

これ1欣宝カ・らも彼で開カ’さ札仁．岡中さん力＼棉にそ

ういラ詩ぱあったんですよ。

西千  ナビ生カけ音原㌧々官がら牡さナし斥r孝交ラ竪新参ヤ客4、あれ力、

冒本で体、一ｻれこそ日本の新しい夷昧での釈計の初めて
①李し’中ないでしょうか。一

イ定離 正直いいまレて、イキ9スで先ドイツで・もフラン

スでも、私に注意レて、いわクる近一代紋計を諭し斥もの

がないかと思って探しプこ⑰です。1リベ行っIても、一番

初めト本屋へ行って本を探す。あろいぽ古本屋ド行って
探し芦リ、ドイツト行って毛べ／レリソでも裸し仁げれビ

も、’肉トあリまセニん。

 仁だ、私Φ目1ニヒ麦つ六川玄・イギリスのユニノベーン
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テゲカレッジにアメリカから辛てい六チャーチノレ・アイ
ゼンノ＼ノレト （C・石は巳にん孔7t）．これが7ソー・ノストン大学

でウィノレタス（W一巳k）から釈書十字乞習っ斥ヒいうので、

カリ版刷川、せいでい洲・ぺ一ジ’も別ましブ（かな．、

200ぺ一ジ’ �ﾈ一し・です栖、 1年0 ル／夕0 ぺ一ジ’ぐらし、、のも

の吃尼せて毛ら。’斥。それが私Φ尾亡でもらっ六のでは

唯一Φ本ですね。私がイギリスド行ったしさ1二は、孝之
てみるピTh・・いナ丁己β亡iれ1βt淋七i・π川／F・七ん・戸φ’

1二してピTん・・ツナε洲帆七i。バにしても・有ようビ

やっと芽が神び’始めトとざですね、紋計的仮説検定の請

文二充、ネイマンとピアンソがネ刀めてヤニーたのが／930孝力＼

ネイマンだけが、フランス誘でポーラン’ドぐ書いたのが’

げλ8年々＼いヂれトしても私力＼打・たのぽ／935年ですか

ら、そのテ犬の掌穿椅め分ら諸充閉い芹。 その話・が’みんな

ネイマレヒピアソンの絞許的イ反訳メ爽定で、 エステイメー一

ション（推定諒「）⑦方ぽネイマンもやる・し、フィッシャ

ーもヤっていたですね。私峰ユキ目卜7イッシャーの乞
聞い仁んです．それ力＼らすソフθバグ・デ’っストリヒュ

ーション①、話も、イキツスに行一尺ヒ寺1二初φて聞いた
し、プ礁セのころ芽先出レて脱し女合めてい斥よラ．トノて・

います。

‘ユ日直二いって、実に毛（7つ書蕎義重閑いて面喰ラったオフげで・

す。麦ろで’違二1〉。 それ家て“私は、教理紋計ぽディストり

ビューション・7アンクションを探すビーか、あるい席ヤ
算法乏研究するとヵ＼そういうもめだと孝之てい六てし
ょう。

南平そうするヒ、先生よリ前ト行かれ斥いろいうな日
本①ラr俸、あ孝リそういう言書は知らないでツノ争ってこら才て
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斥わげです栖。

桁腺 みんなデソストリビューシぢレ・ファンクシヲソ、
コーリレーション・す一I tェース、コーリレーション・ファ
ン1フション、そういラよラなことが’主ですね。 そ水しから

税壱ヤ用の散値柔毛つくることθ

1西平  あ’くナしていシして、定生、 末・かつ六一です担。

イ庄’藤  ち仁うど時共同力寸よ力㌧仁ですね。要・するに、いオつ

ゆろ近代紋言ヤカマ芽吃出して、こ～・らずっとノくさくなろ

うどいうヒころに行っけげて“しょう。毛れで非常1二面
口俵らっブ；わげです。それで“帰国後、こ．れ店やっぱリ岩い

皆㍍ド、何とかしてこ二案で勉強してもらって、弦ず
つと積み上げて毛らいす・・いという考えで＼あの『教理統

計学』ヒい）林こしけ六んです。

 この間も、だμ㌧たがにrあ川本どこで講寂レた札
と一間わ＼れ六カ＼ら、当時は講蓑乞ずる1場所体イオもない。高

享師範でミ之もない。だカ・ら、自分がイギリスで白々講

兼反開きながら、よし日本1・帰・たらこ柞をひヒつみノし

なト網テ「レて・頂沓み合乞っくらなげナu素いか抑ヒ児って、

どういうふうド本吃楠成したらよいか日々いろいう汚之

た。一面．講蒙を開いた記例まあクまし斥けれど毛、た

だ講菱支聞いただげでば十分卜考げ家亡んから、いろい
ろ諒撒二を粗ノだクして、ぼつぼつ賃孝斗を等セ4蒙抑乍。 し

力＼し・なかな力＼まとめ台まで・H衣いかなか，たのです。

 靖風捌1峰、帰って作らすぐ何が本酵いてくμ
いわ札で、「よし書いてやる」といフて、そ伸での関係

から引さ受けて辛㌧斥んノですよ。 しかし、なかながそう

簡軍Hま書けないレ・書く時間も十分あリ1純拍し、ぐ
ヂぐヂしていブ‘1；わげです。

            54

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



 ところがこれ（r釈書十』）1二も書いであるφですが、万美

うど昭知店年1二、私の｝男が病弱で第／回の誕生白が明

れいうけに、亡くなっプミんですよ。そルで、ぶし一
これ体弔い合宰犬だと思って、その明ぐる目カ＼シ・原稿危考

さ虫し仁∠）です。 でさ上方寸フて、い末いよ序文毛書げと

いわ札で、序文を書いたのがちょうどシレカ’沐㌧ルが禰

藩したとさでした。

西平昭剛7年ですか。
伍穣畔じゃないかな。言いと／忘れ表したが。とに
か．く’シンがポーノレが陥落したといラニュースを聞きなが

ら、序文宅書い六んで・すわ。しダレ、。単文復命HQの名ヒ

てば、こういうことが書いであるヒ㍑ないとIいわれて、

別の序文屯書いた。（笑）

西乎あれば、初めカ＼らああいうμな利1なる覚浄で
．．’’’．

B

イ左様 そういう覚悟でした。というの1衣弐が多いでしょ

う。ことト行列弐かなんか享くヒきト国ろ．それかシ室

亨あ求リ禾自力＼くしない、活字董1卜（くしないというこ、と

で、あんな大きく床リました。

師 r解析株諭』と同ザろですが。
イ左緯  ぢ仁うビ回じヒぐです。矢口っている者ト庫．r布ま

之、 デい、3くん二高い本充企しプ’でな」 といゴっ〆し†㍉，’高卒てんノ

の『解析概論〃方がちいと高か。斥のかI床。
西平 あのころ、老ラエ豚児ミんの「微分方程式』毛大き

い本でレ六れ。ほかいもああいラ大さな率1玄公穴んです
か。

佐藤鮒一が糾ですから、後味納がなくな一て印刷で
さなくなったです仏．
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 単ズ時キドカ’力’つて、いろいろなヒごろで近ノヤ釈計淫、

すソアリング㌧ディストソピューションと力＼必専トプ；〔

ってさたΦで、これぱわリあい予定よりも多く蚊表しだ。

西平ああいうのげ、初版にあの当時、どのくろい刷。
たちΦですカ、。

イ左藤 大イ奈常請ゼビして峠、あ易いうのぱ／タ00がネ刀片反です

かな。げれどち、李屋ヵ、びっくリすろくらい古けうぐ

しト。ちいと窄た（い索ぜ々けμも。初版が相当卜
渣斤イタカ、ソでなしに・そ⑦イ炎ず’いβくんノ歩て・ こういうつ＼

プこい本でこγしたげ広ろの床坊しいと本屋がい・（い索レ
た。

西平  あのころ、に「交野静係拳（」み片いな言葉は、管定着

していたのですか。

イ左藤 ライクリフッドをrらレさ」ヒ書いだり、すソフ・
ノレてr樗こワド」 というのぽぢ本 っ一と、「才黒本」 ヒいうと ・・・… 。

西）平 昆虫ですか。

イ左藤 艮宏の才黒本フ十仁いドビがいって・ティピカノレなも

ので標本というのK方よっと当’たら柳とい㌧（∫見本」

とした。見本毛しカ・し、蘭た人の従う書葉だけれビも・

ま1あ平仁い苔葉というので「見本Jに伝った。

 r分散分析」なんかも困って、F平方偏差分析」といラ
言葉、 こナしも自分でこしらえ。斥んですよ。

西坪あの中にも財イ茅的ヒが・一・・一。

イ左藤ランヅム尼r榊率。、ランダムという諸をそのま家

イ史うのも因、て、ランダム・エキスペリメントを「村僻
実、験」、ランブム・すソフ・ル吃r卿僻見木」ヒし仁んです。

西平 あの本ば頭の方からずっとあ善寺にな・たんです’

か。／ぺ一ゾの初めカ＼ら。

            56

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



伍瞭これ帥刀肋カ＼らヂっと事さました。ただ、あのと
青トはデ’イス・7ソフ・トな方浅が兆一要で、それを・最ネ別こや

った。ところが、そ⑦ヒきドー番必要なφ1缶フ9クエソ

ソー・カーブですね。こ仰考くφ卜日本の賃料はそ・う

ないし、実際に探してつ＜るとなろとま斥穴舶ので・

ジョー／ヌ1パF巾tC。岬・・いt洲州ポだ“か
な。たしかこれ峠エジンバ’フ（〔大二単の孝処授たつ六ヒ層い

表す。そルとエルグーソソのrフリタエンジ’・カーフ∴
アンド・コーリレーション」の才才米叶をイ昔リたわですよ。

そ札カ＼ら、俊Φ相大掌の諒純聞い印ピそれから
当日守トなゾ家すと、もう向こうで於仁論文もあツ家し斥
から、そ・れの別層リリ客キらって、そういウのを考・ラ㌻こ二し

た。

 いヂナしにしても最羊ηからぐないヒ者げないので、／夕茸

のλ月コ8日から約λ年糸リか乃＼7ています一がな’。もちろ）

ん一、しかし毎日青くわげじゃなく、冬休み・春休み・夏

休パ全枇札に使いまし存．トだ・そのころふく仲間
が李聖書いて毛の仁剛・イ本支こわして・キ年鎌倉ト打っ

て療養し芦ヒか、そういラのが工人ならす“3入毛あツま

して、そのまねだり■ますまいと一層い安レ斥。ですカ＼ら、

ノ生懸命1二体書ぎ奏したけれども・無我夢中で’といラこ

とほレ実亡んでした。校正刷りヤ何がも・もうさわ幼て
のび’十か1こ、ブに屋が段らイ崔促しても、でざろとざカv来た

けれ一はで守ないといってやっていた。だから、享し’にし

てケ目家で命が七一でいろんですよ。（笑）

西千  ナ苔周書官の孝’ヤしさわヒいうく（（よ、希へ之寺耳取っ てガ

らち仁こつ としカ＼含、たこヒないで・す1ナ打しピも、多ケ変

わ。た人のようです払。
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イ左榛  この定宝．、山茶慶冷さんぽクリ人チャンでレて、

さわめてまじ肋な人で’し仁。この〈との関係は、このた

躰私が’高等師範掌枚卜入っ穴とさは生徒監の補助ヒい

ラのでしだ。生徒監というのがいて一その下ド助放後み

たいな肯椅厳従監硝肋していたんです。
西平 高等師範にボられたわげですか。

イ左穣 ち仁うど入学して／年余リたったとき、先生は奈

夜の女三高等師範掌枚の附属高等女一学枚の欠生1二なって、

行かれたんです。

 とこうで・この清風館という本屋ぱ・岡本という人が

木正牛んケ年卜蛤め斥んですね二岡本さんという人ぱな
ヵ＼な力＼の事業打、全国岬等学校の穴生ド勧めて、ニ

ドヨークの郎タド40マイ／〕実ビ隔てたところに広木な化

面が参って定ソ出レていろ、 これば一寺幸非常に有望だか

らみんな金を出して買わないかとい、て、私が虎児島師

範の荻買充している時分・1・、その拒生カベ釆て、講堂で鹿

〉巳島中の中等掌布迂（nた空を集めて、ニュー‘ヨ．一クのこラ

いうところで．云々ヒいラ幸具管兎レて…・・．、．

西軍 学才迂でヤうていたん1ですか。（笑）

f在藤  定宝．方乞亭葺1重フr二葉抑て訪レていました。 そういラ

人が清風館の萌芽毛っくっ尺んです。

 ところが’、於片反のことについて床明るくな1いといって、

）1附程肋という人、これば大目本図書株式食一社ド’勤めて

いて、菊〉七大麓さんの書物とが、藤津tんの放科書乞賦

していろころ、六日本で盛んいやっていたんです払．．こ

れ広島享師範の学業空で、師範学校の族長なんかし仁人
だったんで’丁。この人力ぐ岡一{さ◆の求幻に応じて、堵風
館の蚊版の布のこヒちヤツ崎めたん・です払。
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 とこうが、今虐は岡村んの享葦カ、うまくいかなくな

って、於版の方の経営充川柳里助（ん1二竹したわげです、

）11村程助さんがこれ克ヤリ箱めたとざに、清風館ヒい〉

名で出汁反業鬼練1ク戸のです。話一が方よ？ヒ校トそれま1す

げれども、私老人変カ＼わいがってくγして、附属中室枚に

も呼しでくル戸、この問い、たノ素因秘ヒいラ老生、後に

併笠木ヒいう定宝ですね、こ一の先生ト般何の敢科書哀炎

してく打しろよう1；とい．って、ノ累困朱室は我’荷①秀女赤十書を

堵一風食官Φ川木で｛んト頼家ボして泣じ斥わ1づ’で’す。

 この幾何Φ放科書は大変当たジ家レト。こル峰なぜ当

たつだのかといい表すと、こ①幾何の旅科書は、黒目た
空ガドイツの冨客分ら帰って音で、欧米の敏誉放育パ

ういラ八・うに変わリっフある、冒本①秩何紋育も従来の

菊氾こんのような方嫁キ書で1まダ’メだ、孝生しIい考支弁十書ほか

くあうべざだという方㍑、自分て“敢桐考を書かル仁。

 人の名前をいい柔すピいま宋潅木学い竹田清君ヒい
う散学看がいます。東大で1玄正岡違次郎さんヒ回じころ

ぐし仁う。い去もラ80ぐらいトなっていますか。ヒきビ’

さドイツF於向いて、毒父掌の発表をさ木しろようですげナt

ども、 この人友3年佳：のヒくから5年生家で・黒田定室

がずっと受け持って、富国，象出先生が書いた教科孝の原

矛商乞、い柔の川村さんド京頁んで印刷して毛らい家したが’、

これ毛一思リ牧之｝わしま1して、いよいよ孝女牟ト書ド柔とめ

るヒいうヒ｛F、堵周！館で桧し汽わげです担。

 私立その校正克争伝った。堵夙館1ポ案にしもた屋と
いラカ＼昔通Φ住宅の8畳の間で一そこ1二枚正を手伝い

ト行・たんですげれ一とも、．毛のころ・亥か稲二国の子供神手

の本を発送㌻る、今日てい之はア／レバイトの婦人たちが、
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篠の部屋で働いているわげです。これば幼稚園の緯本と
して1耳母手刀じゃないかと／思いま1す仏。清風膚官ではそうい

う本鬼最キ刃於してい仁．

 ヒ．ころヵ、、川方寸さしが堵’凧雀官屯経営するド当たって、

堵夙館1ごム奉塵清さんヒいう人鬼迎之られた剛↑です。
川村さんが、しもト屋から店・有拡張してネ中田へ事業所を

’言乏1ク†ヒ。そうすると人が専ろわけでし占ラ。そこト迦之

られてさ仁。そのうちに・川†ヤざん。が亡く育って、堵辰㎏官

竜山本慶治さんノが引き受り’斥ん一です。 しかし、君1二音寺で

すから素じ～のなしいう力＼ かたい李がいし・ヒいうわげで’、

放育閑作の書物乞専門1ニレてい仁。こ〕こ・いまい・た
幾何の育支神考カベ大変走テレ家レて、広く仮わナし仁ばかソで’

なレト、，豊田（ん。ヒいう人1玄・大正／1軍に亡くなっ斥ん

ですが、昭孝口7年ご一るまでその劾：茅キ書庫使われました。

 大正11年ト七くなられて一、ノ物さしの家祇が孝崎ぺ行

っ†三イ麦、中実台p屯季Aが予貫かリ麦して、富寄その当時床粟イ寸

ト・みんな一々判毛押すんです払。

㊧平  1ダく七、弄そ馬交iあろんζす。 あ仙丈豚“くら家でじゃ

ないかな。

イ左藤 済免が痛くす；8るくらい抑レて、丁いポん。走れるなと二

思っ仁。（実）そういラことで、培夙館の菩鹿が固麦った

というカ＼・ 左含がで’さてずっ ヒ手ご属していっ た。 毛れに

啄屯レめて、理科的な科学的な書物を圭として圓をつ1プ’

てやリ家し印。ザとポ川村㌦自身ヂすでに理科
のだ生であって…わげですしフ’ナしビも、山本さん・亡その口宇竹’

から関体があゾ、それから山本さノしの後を維いで、大体

高等師範掌枚の理プ斗、物理、孝（学の先生方卜考いて毛ら

ラというごヒをやったわげです担。川村さんも高等師兜
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学赦の字業生、山本さん1七そラいラ関イ系て・高等師範客

枝卜縁故が深かったレ、作用もあったわ＼ら、す’’いノゴんい

ういろな本足絵され仁．受験秀考書で有名な若朱州し学、
内藤（r）物理、岩切の散掌、みんなあれ．ぱ山本慶槍さんの

生保一だつ仁わげですわ。

 そういうことがヲ頁ドあリました力＼ら1私も拷原峻富力＼ら

頼家れたときHボ状ぐどいうカ＼信頼で街というこ
とで出し仁わげです。毛っヒも・イでリスヘ行くときに、

とにかく自分でイ子こうと決めているのです力＼ら・金をイオ

とが工面し同朴ぱいかぬ川ナです。率い1・、敏学の放
科書匁書いてこれ佃る程度㍑した劣・ら、それの緑改

で、いまそういラ木屋にあソま1亡んげれども、員恩とい
う本屋力’ら盆乞借リてテアつたわげです。これΦ万1畜考迂育

①書物ヒが一数学、理科Φ敢科書吃主卜根一でいて・科

学割砧版レなかったようド尽い家す。’

西乎  大変失ネしですげれビも一わ札われ1末末屋から前イ音

リするという時代じゃなくなつ六わげですが・目ノ累・竜店

H衣あ’返りこなったんですか・

イ鎌λ～3年のう引二印税で垣レまレμ。だから、
ひとつも’苦ラナ・に1まならな力＼rた。 目菜、書／きで千昔ツたの4す

敢科書の卵1税の前借ツでし狂う。だから、矛A俸、いまで

もヤつば1こう・むった綿一1施さなければい力・帆思、

て、醤〔掌老父育の方充館P；奉公のつもリぐヤっているので．す

が．金の返し1訳済んでいるわげですよ。一

 ユ拝聞の費用Lい之1ぜ、カ＼れこナ’し／万円でし芥う。い

．までいつ六ら4000万’んタ000万門ですよ。

西平 ですから、よくそういうのを学看が伯クるこヒが

でざたと見って……。

             61

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



イ左肩秦 いい冒寄イヤでレブニよ。（実） そういうこどを孝之ろと

払。

西平 ついでにお盆Φ諸で．文書戸省から七機’らかに刃も

らいトなったんで←江う。
イ在盲秦 文考芦雀’1ま一彫弐的卜300円。

西平 たヒ之は交盈費一一？
イ左薩  疋考予名一が命令レて行くブっげですから、公Φ職務で一

し担う、文部創玄そナしだげのこと乞しなげれイ～ならない

ので、旅費3・・円かな。と1二が〈3・・円くらいを渡林賞げ

の名目でくれ表し仁。それきリです。

西平それは旅費フて・本引1帖イ昨げです払。
佐藤雑／まで七300円．て・1ま行力＼れない。牛g0円。旅費1こ

毛なら存い。要ずる1二、あれば公の身分吃持って出るの

ですから、公の辞令を虫してくれ仁わピrです。それだげ

のことで’、たしか520円か、 と1二がく300円そこキこ毛

らい表した。

西平船賃1二もならない額ですね。
イ左薩 もっと七留守家族1二はイ木職’絃とレて3分の／、こ

れ力＼当時同給カぐ／20円くらいでしブこカ＼。だ’力＼ら40円ぐら

し・く才でました担。もちろん、うちの者i訳そナしだ1プ’で1τ天二

らブ；；ミーいで’イ昔金＝ばレまレ戸1づ’ナしビ、 〉乞十’〕まで奏家でイ音盆ピ：な1

らないで、単科の前Hま返したようです。

西平・ 巧ようビ斗時ドなりました・ので・きょう1言こ（Pく

らい1二していトだいて、この）欠には本の出たころ・それ

から戦争のころの・いよいよ鯖が牢舳レていくヒ守
のあ’話充あ’願いし存いと思い客す。

                    （和国子）
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佐藤／＼やし／ろ／／ろな記11紡！／べあクニレて、二ρ間、

・私が承和に・書いピ牝理純計学。の序文が、「ジヅボ

／レ解〃。といラふうに覚えてたんでマよ。どこ〃
現象に開いてみたら、昭孝0／牌3㍑目、それは、「更米

宣戦木詔奉細孔してμんで寸よ、序文でくラ／lラ
ふラに老いてあろんでて・

 それから、ずい、∫こん高く定価をつ1プたと当時い七九仁

んでブ。見よしたらユ2円とレてあろ・昭和／8年当町とし

ては高いでて’ね、あ〃時ガは物賃がだんだん不足に有り

て、印刷屋もそう簡単．にわと壮専カ略篶が、たんで
■。

鋲キそれでは微、そようは、戦抑始工るころ、易
ろいは戦争中のこと刀）ら伺いたいと思／、汀。

佐簾ての荊、こラいバの／「紙川学理学都牧学柵
碑（／帥）。）が㍑ぐハて、μたはこん衛の見だ
二騎いでし5ラθ判丁亀破治期うん、痕跡一津く
ん、掛合宋！先生、この人たちの手菜の剤徒関希、で7へ

こ。間話に公た禄原松二郎くん、この人は、／9・杵の東

木キでブ伯、そ札っ）ら崖田芯彦っん、濃江．採！師くんは

同級で一、舛後。／9ク牌刀キ麦て…ブね。てれ乃・タ掛谷宋

一ぐ＾そ〃次〃9・ア年、てれか州内端二（んは／9／・
舛一でて1そ水ノ）・ら亀四皇治潮ぐ・んが／7／／年・杉村次次雄

＜んが／9／2坪、予うし／ラふうになっていユ下松。

函平 その五の先友は、4ん㌃何イ・ヰをみ善ぐに㌃つに

ノ．、俊工で一・。

佐藤木ガ新し！／とこれμんでブ。幾人州いよこ
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この所頁で絨小ていろでし∴1呂和・7～本年工て1
じヤ㌃い仙’。どこで1いただ’いたんだ乃・、宋1徹って。一

戦手前俊の何に引ηヒ、つ・タノいろし／”二と乞
匁これに（『統計一戸ケ栽「数．理祇計学と坤一倍いでい■ろ

んで寸ヴμも、
面平 戦乎が始二うたとぐは、危生はもろろん高専師範

にあ一られよ床ね。

佐藤ば／・。これに告書いて川打プれと毛、戦乎が
始まって、間もウくと赴っていろんで7が、「純計和学伺

究会、がで（k。昭知／6年の2月に、茸時か州木学の秋
授だった九州敏易くん、千れから当時第／相互生命保夜

の社札フた伽龍夫れ、付竹中来気象伽技師
て“ ?ﾂた増ム元二却づん、ほ炉に、河／合・二胡ぐんどか、

石田メ采士くん力＼入ってたカフなど亀ラんだ1ブトど、伺力）そこ

ら工ηところはどう杉不鹿衷Qノレでして、6～7人、神

田の一／楠”学妨膚で省って、「統抑学研究会一とい・

ラ毛〃乞劣J工しようレや・σい乃・ヒいク協議・会が開っづれト

んで↑よ。どうもこの辺！は河田くん乃っ担11kんに聞1ブ．ば

助一表はつ乏灯ろ村レれμん。
西千九11kんも河μんは話を伺ラニとにしていろ
んでて。ち手フとあれ㌃々で了が、森田危生が’どラして

一静にやって＜ねいんだってことピ統計■にちバ
ヒあ妻（、に㌃ってふノま子ね、森田先生がみ。し々っに

んじゃ書くて、高野岩二律允丘炉だれかが工1つしゃっ仁

と青いでい5つしゃ6んで不才㍑白、純計の学会㌃ん
だ’つ・ジ箱にやってくれればいMにといラよパこと
左漏ら付し仁……。

佐策こル何、ノ孝畜いラと、’敢銚主にし㍑んだ’
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炉ら、抗討科学川学は、／は川〃ろ紙多寸学でてね。

純計料学とレての熟討の敬理皇、主にし5うということ（’1

集よつ仁ものも徹学鮒、でしょう。そラいつにこ一とだI’フ

たと思いよ’すね、 こどくらに新1珠したんレヤσくて、敬

填ということで“了意、てラで了っ）、〈れは私〃に触4／し
σ力・った1プれと台。 レたカ、一フて、・雑云志も戸糸丸計量蜥亭㍍

・と、艦託が了でに紀計数理で丁つ・ら。こ用z肯工で大

仁のつ）㌃、

西千考む畝理紀れいってτこか才でブね、この祈屯
所でもしばしば、現在でけラでアフれ〃、仙とく
に㌃七ネ丸計紋理といつ仁んで了乃・。

伍簾ぢ力・ら紙許の散理。

所〃、純計の敬理でプね。
佐稼紀多†の故郷恢馳いラ・フもソぢクた一と、弔い灯。

そして奴等泉、裁ってろも川、パ綱の敬理につ
いて述。べているということ一て1“丁σ、

 そ〃／号、2号家に易ろはす．で’、捜レていろゾれと台、

正直川よレて、象戦＜㌃つて、紅卯荊に河仰
や積んで易ろんで子よ。それで’どこに伺べあ〃だ力・、

それ皇捜そラとなると／目カゾろ、この間、采は手出捉

し仁が’、どう告それが見っ卯ラケいんでブよ。易るはア
σんで’すよ。 こ一れだ1プは木孝にヒラてあ・こうと．もってと

ってあろノんで了が舳。ど・こ帆源才〃んで了～、

祈、z弓（’席刊にσフた竹イれカ・雌で妖税・ぐ

んてワ。2号で終札同は結局、鮒に入って紙が舌
ろん軌1川ラことご子ね、・瓶の配給が受ヴクれ軌1。・

 て佃・ら、昭和／9年〃月にここの紀計散理研肋べ
定てうれけヴて“何。ここの活．動については、もラ統
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計敬理研究所に賀来劫、スノ床るくらいあろ4・ら。

西予 先生は戦予中＿兵役閏イ禾とつ）そラいラニとほ全匁1

……
H

佐藤これほ帥・フ戸で了。

純計荻理研帥がでぐて、似兼幻戸順に”工し
て、よ酌牡閑にこの専務戸†小あフけ1プでブが、で
二’

ﾖ再三衛さよしブこ。

 そ札かう、だんだん戦予’が激し＜敷ってそよして、空
襲警．従の1鳴るころに㌃つたんで丁が、昭和／牌乃フ／7年に

㌃ろ人。ですつ）σ。

四平 くうで子ね、／8年月）タ／9年、

住環てれ〈に、私叶畔〃板稀兵務廠へ批レ・に
竹クは子よ。紡いってし／ラ。は結肩μこ〃、統
計榊処雄して鮮紅1ブろ二と柵いれいうこと
五泉地に現場て“見て、い〃ろ調査寸ろ。雀刷灯ソフ。

lノンク㌧イノスペ7ション王やって、それで’’これほどラ

もう工く筏械が働レ1て書いしゃ包川・と卯、こ”処理で

はどうのヒ枚五レだ。対ザん’がイ枢やられ一た乃・、そル

がタ紅平八づ〃どういう二とやられ力・、！は覚わ
てまセ㍑｝。
希、の人フたのは薬爽の裂抑門でして、こ’ごて工場で

フくった雑録釘る村で了。秩打ろ〃、機械
〃へ薬更左ずフと入μ！しでマよ。て灯ろヒ、二η
撤ホ式が回フてし＼よレて、÷艮ぐに視二絡があろわ1フーで7カ〉ら、

その長ぐ”規格に合フてレ、ろ炉。合っていクいか調へる。

機械が四ってレ、ろ間に、短いヤ・つぼ途中で第・ちて、一本

長レ＼やつは奉後手で回るヒい・ったよう仔准租みだったろ

うと舳灯よ。合格、舳合格品れこうへ奉れ脇ラ
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るようにσフていろ、

 それを朝ベニ了ヒ、長い”缶短しM缶不合格なクフで了

が、米倉格の中P合格．島が約2〃〆、これは、希へ、記録乏

とってたんひブ‘れとポ戦乎小終わると、二へは犀の備

鮎ヵっ細いてレ衛どいラかブで’、娩レ1㌃フたんで
了J。だつ）ろ彦更の中にしカ・㌻レ、ので’丁小、．ナ反毛干ノ＼ぐノ（ノ

が㍑どく、「あの詣鼻どフカ・にあノま亡んつ・」といラ1ブ

ど、と1し ､台地し、ちゃフて、あれ惜しい二としたと思い工

寸。残／て〃ヤ〃つ斥。
 いずれにして毛、記憶に従フて／／い灯と、短くて寸

法が足”／化いラ中に、在格，洲約万戸，ぐらい、〈ん

が・ら長いオに白、規格1島が刀〆ぐらい人ワて、そ水朽

合格納中にほいの短い〃合竹て2・〆ぐらい人フ
ていろん・ピTJ。

 そ二で、そこ。薬莱却門の主任川支卑中尉〃人に、こ

ラいラ七ヴでセっカ）くやってろ1グ片じと’舌、一向にキ力落

別称稚1蛛たレて帆／、あ伽舳4・”ぐやい1ブ茸セ
んμ報告し仁。てうしだタ、十尉が寸ぐ現勅主雀圭
吋ぴ’工して、「こういラヰ）・ブこわれヰフれ句と布し㌃くヤい
カ）Iﾊじゃ倉い勿）一 とし、フ たノんでブよ。 文ラ したタそa）レ

い（ん、よ易如逸さのレいでんでレたヴルど仁、中府ほ
‡だ20萄フぐらレ、て“、親手ぐらい”身代で’了。そ勿μ壬

舳カく、「こ札ほ明治・1午朽ずっと使フていて、一同

にし／㌶で多レ史ル刺つった。ヒい〃したんて“、ちラど’

うに台二㍑．ヤしようがクいσと馬った。そパパに級
戦に㌃ラた一んで丁が、工易そういう二と小獣碕中の、巳い

れ一市。石丸ほ〃し州ブフたでブね、

面子そラηピ綱学的に見ろとい年軍紙一？
            6？
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ノ狂篠 千ラてラ、品質曜理一でてよ、

面子 たヒヌノ1｝ほゲにO民冴たいなこと（9・…一？

佐藤わいラも舳㌃＜て、穴紬師理でマわ。と
にカ）くそラレて選一別やっていろんで了ノブ）5。ヤれこ’克別

檎伽りまくレ／フでろ力）どバ）調べて何ラと思ってヤ

プー、〈ル。

 もラろんそ〃くには、企敬調圭じ’パくて、和ぐ
らいやノエした炉は。穴ぐな鎗〃中へみん写人ってし、よ

し仁力）う、箱ゲゲアト。ラン・ダムに水レて、調べてグしラフ

芽で暑いてこラいラふう帥フて1〕μ余してや。たん
で1す力）らね。

 戦時中、もラ／ク，迅い夫ブのは、石5ラど組討敬理研
玩所川舛にでくて、そ〃らたしカフ2・竿で柱、ま易

何ルのとこ〃年代はξ5一っヒ狗て’でべ、♪貿”ムに
高柳富陣地がで衛んで、一却かユ関口台町の細・1師へ

疎開、それ朽一封か㌶州の微田に榊ヱした。㍑
時価二仙ん榊板楠へ竹ルわけですわ、板橋以器．
廊ごて至襲警叛鳴ると、防壁療へ走るようにケフでいたん

・ごプよ。辛いに私小いろ岡に空襲警租1ユ鳴ノ・エセんでし

たけオしとも、その時がぼ毎日〃よラに鳴ラていエレk、

 その徒、戦手が終わって、6Hαが人ソ止んで炉今、

純計孜蜥記所が飯舳フタ束ってくて、干して細川舳・

ジ却分レ軒葬μ一一・。
画平 レ、や、労働計学府究所。

佐蔽 いや、一却かま二軒兼屋、予わ乃・ら一却分は労働

耕卵肋。
画平 ゑ野菜屋の角ば新柄で了。

伍既あ一パう4・、新柄で了信、労働科学府1師レ方
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ほ新柄。索拓ビ／レー、乗洋拓碓銀行の跡でブわね。｛こ一へ

伺って、石そこに六虜、省の理財肩の調査却やら、・臼才統

計祉川ラ討卑を圭にηLろ、それ力・う紀計教理は
穿多却カ・な。紗科学締伸門川・クて、私は側
〃嘱託に㌃クエして、あそニベ適ノに2一～3回勺ぐ工し仁。、．

そのとぐには1穴4季プ浦。名‘クフ関承の古”乞石’そこで’取ノ

才良ってユし仁ね。し7三がってあそこに竹刀）れ・たのは、水一

野担（ん、そ〃・ら坂所ノ＼〈ん、その2人でした4・σ。

四手 あヒ杯くん、ノ石田箕彦。

椎寮そクてラ石砺。伺いに蛾調査毛始まって、
水野ぐんが、もラ時如φフてい切・用いんでしょラ
プフ、7ルミのノj・円頼一。／銭貨幣）で一一。

面子あ〃し敬采1はもあツ‡ブ、
伍簾、あノ‡仰。それに孜字丘考Iく＼れて一、ランダーム

・サノプ1レ丘っくって、それ仰捌一にク1た舳朝日新
聞力・ら余た、売品じヤな乃）つたでてバ、希望1看に分ヴ仁。

こμ、有料の現棚舳ず㌃んで了が’、どこに人フ仁
んだヵ・ち5っとわつ・ら㌃いんで7。

西千  いや、私もゐれほつくノ‡レk。

住蘇ああ、易のソ4フ5でη・。
西平〃二州、蛾抑）タ／年間袷枇もらフてユし
て。．

。イ狂藤 ああそうで子力）。

 軟牧、あ〃Hαがヘノ入んでづ）州州一ろウこヒに
関帝、レヱし仁ね。てれ小／っでし5ラ。それ乃・タ私自身

小閑株し帥でほ例の範杉哨査。

研記杉惟カ調査。
椎簾 たん。弗み着く花カ調査でてれ・こ仙2だち余議
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に行フて、そカビくに話乞聞いて夜見がゐんば’述べろと

し＼ラノ程度でゐっ仁和1ブでてσ、あのと一くのプーンフρリンニプ

の柔立工てられに〃は林知己走．てん、そ～・タ2～3人

でやら㍑し帥・、衛この江．1淋ぐんゐたク乃・ラ聞い

仁1方が工雁でしよう。

好私㍑れル集計の約管で。工εが雄れてく牝
て、了1レバイトで国民納刷名所佃い……。

ノ脈教育刷1多糾い／はし．帥。a異、のれ。
西下  先土力とこラの学一生がフ1レバノトに…・一。

椎簾 な6ほどね。

面子戦予が私わって、鮒っていうも州でく重阜視
づル仁和1オでごぐい‡η・。

イ狂藤一こ札は専てるにσHαにしノをだ向・れてとい1
仁方がまあ卑いヒ、もい二’すカベれ、ライスが来て、ユ易目

、孝の純計帥って軌／川って二㍍一れ㍑かプご7
よ、それ乃・ラ青田首湘ぺ、外方トンの未乞初入し㌃いと

臼才メJ二飢え犯に丁6希ヵ・・企るとマッカーグーにいって、

マゾ月一す一がrよレ」といブ牛ヴで輸入しεヴれども、

オ万トンで’足ノた、どラもθ才の約計け了てんρといフ

たとそに、畜碑くんは日孝の統計がすくんだ㌧たつ・タθ

才困帥飢沈にレなくて済ん帥／していう徴いララ
わ（を闘いていたで7が一、仁し4パ六磁散乱とい川
．に、竹がちセル載ってレ咋ように思レは7・
 そル力・夕、未の侠全をヤ沖くや卯必てI’し・ラ。そ

ラマμ耕作面勧雌がμ。どこ州どラ台β孝の
耕作画穣の統計は当てに㌃タクい、航集測量をやってこ

μち中・μしろと．いラ命竹受ヴて、紬老がわ乃・
やったんて“7よ、
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 “ピに、一姫μんの詰’ごし仁が、ヤつば煉際η
耕地面複と絞れの剛こけ余用伽）速いがあれつ・
いっていよレた7。そ札を調べてみれ、みる珠で1玖
際の耕地面復笠報者レていた中1ナて’’了、予れからあろ阜

でほ、あぜを入札て耕栃複にレてレ爪か才でて。でて

カ・ら第一、「耕地鯨一川う≠〃之義が阜によって迄
一ラ、もラ／っ工・もしろいのは、予〃たんぼの真ん中にち

5フと／1・ム乞鼻いて、てこへ孝樹を2〃3才植えで、果

樹れしてい仁、てうレ1ラこヒが切・ラて、その後は知
ノ‡セんつ）ら、農林ノ省に聞炉なくヤヰプつ・ソニてんヴオじと

毛、出く1浦地面積雌柱を考伸μ定義レてヤっ
たろラビ、もい幻術。

 いすれに。レても、臼孝の統計はクろばどずづんだ、当

てに衛σい、う柳州、解に／／えばわいうニヒ
で、ライスといラ特4吏一が兼ねわけでしょラ、

 しつフし、 ばくほそれ古くうご’し5ラ1ブトれと一も、 臼才を

まる裸にして秤剖マ切が的だ’っμ思いηよρ当
時いろいれラれ舳ノニレたね。卑ηに1ユれい
うもの乏もラ2一庫ヒ再び’足腰べ立たσいようにしよう、

〈れて〉ラミつぶしに調べて、冷後丑ち」二べμく〃

にケンそうσも刀をみん乍引う捉いてしユエう。ユ石ば

く小司令師バラいったこどを考えバ。（笑）
 い．作、その雪時、こラ！lう二とをいわ．れたでてよ。易
名人が九海在’ご．、イ引力・鉱ム丘児つヴよラと・いうこ≒ご、

有望てラ待ヒこ4を商工、省へ伺ラて聞い仁ら、ぐつばノ

仰汀い。そ二ご6冊へ行ったゲと伽一に失に桶
紅、どニギにはとラいラもの仙るって説哨してく
札た、どラ㍑H仏けがよく・わ力・ろ、目ヰの役人とい
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うの・はみんσポカンとしてし）るヒいうこと左馴・ぐ札に

ことが”るる／（ノで丁5。し／でれにしても、そラいラ調べを

非率によくしていた、こ～沸肩〃こ州、日竹解
剖して、、z庫と再バエうエ小石二とバでて㌃いようにし
ようとし、ラことぢとわれわ～丁・千ラいラ人た弓乃）夕岡

カ）（れたでてつつタ伝。

 ヤのとくに、’ライスヒー楯に女人はカ・ソ未らオしブニ中に

デ1シグくん貼られ助けでブは。このテミン7いてん
‘沐励ザちへ竹って、．品復管郷ニヒ、製品検二査の
二と、クンブノンク’．の指導領れて、マれっ恨ですつし

今日よで、二としあたけ未ろとか、・そラ’いラ語で7松、
「デミング賞一まで“設ヴていろかオで寸。

衝千 一いよ、炉えってフメソηて“自動車力問題でデミン

グー〈んが三し貝＜オしてし、るよラごブれ。目。本の自動卑は写

ぜし、い乃）ヒレ、うと、テ”ミ／71’づん・小、品質管理を指導した

ゲらだというのご、こ〃間もフ×ソカの一ジ’ヤパノロシス

ト乃・ら、デ’ミンク’について敢力てくれ、どラいうんだ’つ

て間／／合枇パ束りしk。

佐藤ああそうて”↑れし41し〃人は、私小初力て局
ρ人に個人的に呼ばれて、明治生命だ’っにと思ラんでマ

リー火ノしとも行ラた』さは、／つの却厚におられたでマよ・

そのどさに話を丁ろと、栗にどうも穏ヤワ力）好人で了し一、

長ヴる印策は果にエビめ7人だ写、いい人柄〃人だ’・・一

春印象白gで感心レた舳、舛榊州’つさが作ってた
で了れ、もちろん、フざ小当だっているところ（ブ、表向

之で毎く吏へ美斥乞＼れてミン／が入ってし、ろ。了Xノ

れ二伸争ですい、M物価wく㌃ったんだろラ1プル
ど台、同時に、こラいラ人かごラし／ラもの左肩てあられノ
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ろ、寒に，裁泉σ質朴ブ5人ぢσ…と思し1よしたね。

 話乞寸ろと、／フも易ん存ことけゐツエ廿ん、よヤヒ
し＼う力っ、ぼ4・ノ）仁ヒえばN H Kにし1たゐれ㌃ん乃・は、ず

いぶんい一はク散タけらしい。こ～碑人が仰）っ～
しいて7がね、だがこっ“テミン・グぐんほ、／フけ
ラいラ面か’あノよセんで、話をηこヒは、ただ’統計η

．方法工の二とで、白才Iでの統計孜れいれ州ど‘ラ！／

うふうに何十れてい幻・、納学にフ！lてどラいラ人ぺ

いエ働／1ζいる中ヒかいフたよラな話でレたれ。こ。人

～伽してあ1プよラとりうふラ1（感はレ～
 その後、第一木ク／レヘ敢石の人が時ば牝て、これは結

局今後いろいろ㌃税計調査、税訂問題〃処理、そラいラ
ことにフ／）て協力原叶いといって、協れ孝一 ]ぐれ
んで寸。そnヒくに、河田龍た（ノ（ノレ・、希藤全一郎く

んい・、そラいフた人力＼教乃勺、た。都隔重人くん小透L。

訳で子よ。そ。ヒ（、ノ都冨＜んとレ、ラ人」Jσろはど采考

ハラよレ1人だ㌃と、迅しはレヒね。聞いてレ1て臼季語に翻

訳でろ〃、とてもうまい、了ぐ鋼細牝ろ、朴がば’

く州いてて非串に的砥協紀叱ように、もい工てρ

似こづち州ノ本語でいラ技ま瞬．的んがい小う
和けでブね。それくに．もったのは、衛そこに来てい

6人はプミングで〃封々で易れば、別に乳訳㌃しでも

で（ろわヴで了けルども、やはノ’向こラは6Hαの役人

として、こつ㍊工た妹のイヤ表ヒしてで．了ゲら、こつ

市1日ネ語で、向こ川失語で、盈訳を乱して話し合い
レ仁。ば＜ぼてラ思ってふ、話しはしたプれけ、いず
一れにしてもデミンプといラ人は人物的に非串に感べし工

し戸こ。い工でも感心していろれ7休ね。
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デミング氏と非牽に才丁ち群ケろこヒペでミ㍑ほ、J

．木イてン小、／937年」，もいjブ1ナれ叶、了×ソ刀の

農務ノ白で夕回ぐ夕いの統計の鏑・義左したんで子ね。ヤの

綱皇ゲン版でレけμも、デミングヵは㍑て公・し
たんてい子ね、その後ゲ’ソ版の‡し力だもノ）を、一私ど毛／

冊いいよし仁。これげソフからで灯に、イギソ
又川れぐにえイマパ㌧もらフたんで了ヴ㍑舳、
こ㍑軟時中乃・戦伽・、戦後にη工了か、写真版で線
フて希望者にずっとカ・1すエレて、μ二5、といって乞

全知び井ぐらいれんで7。缶・フ以仁州・知クれ
んバ、だれべ子に入れだノ（ノブカ・覚えσレ、で了ゲタ、そう

いブとわ私がネイー hれこラて’’これこれ1ていっ
ち含んで子力）う、ヤれZ“非申に打ち解ヴて、いクんσこ

ヒ室し＼ってくれアニ」．亀いよ1プよ、こオしもば’くほし手って

いて、ど、ヵ・に〃κプ4しけ、㍍後、アxソカで
κ新しい訪文〃．／別ノを3oぐらい与らしはレ戸ρ〆’

中で了メソカ乃・咋ノ寄亡でく購しε。
西平 そ、のころし一＼よぷ話が企たノ〈ノで了ワ’れと、よあ紀計

学君で杯くんピカ・水野づんバー束。弟左で、紹肩九八1て

ん、河田くん、増ムくん、板元くん、斎藤左！聾千ん。

佐藤 それ乃・タ吏乏の石留保守てん、そ伽・ら河合二朗

ぐ。ん台い6し1ろσノ会に去られ・たよう行記ヅ急け易ろんで7

小、ち5っといよ私、乃荊乞覚えろηが不得手なもんビ
つ・ら。

それ朽肋・1れ了’普E、農林〃1弟団牡して瑛
謁科学協会川ラ〃’ごでまレてね。

西平石伽水。、あれ戦でひね。
佐原この瑛訪希学協会といラ州た期苅て“石フて、
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．その抑所力Ψこにゐつた力・、〃分農林省に・一一・。

面子一時1ざ明治尺学州ば’に〃ました、農林省分室
フて／・ラとソでブね、

ノ瞬農秘杉で仰。そしてヒ㍑似舳ろパ、
㍑会合は、とつ炉舳下幻ル打、寒いいでも峻
序数傭帥＜て、μ庫／・肘2回嚇誤榊〃じは
イ仏ま石次〃〃れ引だねみた／1以1一一ブで
寸よ。ここご例付ンプソング〃、刷け打ソフgレ
ク〃、多徒打ソフ0ソングヒ中、そラ！lつたようヅ

㍑あ‘互川二話レた記．随がμんご了。何とくに㌧七
調弱圭をやると｛、。農神省は帯肩刀ところは食橡の配給
とカ）、食。管のナ曽戻と。力）、そラいっ’一たよラフことについてσ

出カ1汁力・よし＜文枝い和征軌／5何複粁砧ヤ
ラといラルご、そラ／！ラ㍑をごレらたて、佐誘調査乞

やるラとしたんて“寸よ、

 そのとぐにクユスチヲネイが一泉六等だといラんで’1

そ〃エスわ禾一7をつくるに“’うレ仁ら／川つ）ヒ
いうことで’、～瑳一学方、それ力）ら経済学考、社会学看。

画平 牧田徳ぐんと卯海軍の技研カ・ウμ・ρ人εつが爪
分一一“。

佐曝そう、．牧田徳くん、そ畑・ξ梗ユ、｛ん、池内くん、

付乍け）リ悌ぐんて仰ね、帷学清。そ．ラご仰、
いよ1筆い灯〃て本くら／lてゴ仰札
面平 戸川1くんは文理欠か…∵、

准簾 しげ、あ〃人は手箱田大学の心理学の旅積ちっ．た

で子ね。

 一興謂科学もとラどラ虐11主9ラ年カ）σ。よ＜寄免し1てし1よ子

ね。
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 〈れカ・タ、敬仮、／ト学校カ・タ中学徒、南寄学校で緑、訂

納を注意し始力で、徹学ごほ純計雌術砺面、図を

7く〃ル、〃川表乞フくると4・、ある川粁均を
求力6い・、標準偏ゑ左水力ろとゲ、相関々、敬一を求カ6

と4）、そラいった5う与こヒをヤフソづ合力だ、

た五のこ柳ら、そうレ1ラ㍑について敬学では恵
し恢抑／1カ・ぬI ﾆいう二と1川われていたんで了ヴ㍑一
も、声を木にして、公の立場でそれか’いわれろよラ納

フたのは、σHQて“、いよのライス左団長とした回ノ手カ）

タ肘」卯がレノ〃っ昧カ・れて、予れで注意レ舳
た以レ／よ子ね。

 古フどもやnと（力学徒側の黄プ取ノ方は、祐眉θ才

の庫菜がどラいラ状徳に〃η・、負初碩易〃ラいラ

抹策に〃かといったよ汀、いわゆる国第、力考川工
社幻‘育加国民に知・らせ・る、小ぐい子侠μ仰ら竹

打く知・らセろ川ラこけ、びヵ）〆クレ1ラ賃料に
差プいて国の二と乞考えろ、・祖会刀こヒを希ル〃、ま日

バレ1て自然界の二け考えれいラ．／・仰遜冒ご、θ幸
の当駈軟格レて、ψで鮒納が盛んに任つ仁、

そレて工た、そ肋に力点、が星カ・れて、レはでも統計

敢看蜥和学夜といラ〃と付で指尼（μ．かブη
ね。これほ敬学の側方・らといラ〃でll〃く、鼻の統計課

仰んか州・はった税訂協議会バ王例カフて、どこ
そこに隷J計ノ研究をやフて．くルといフてヤブつて寡マな、

 日才ご2一ラカ所、埼玉で／つ、東京沸で／フ、何ク

てみれたゲμ告、㍑砂則、こμ柱荊帰
て“欠gも、千乗木学にプ了く荊で7ゲらヤ1フば9ノ・レ

硝でしようパ。何フてみれ、指定学校で〃ル
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．蝸左二しら達して、泉’に一手狭らもやらセれ非率に

’人目れ＜亘伝図左ラバ毒くもんで汕、片わ／／
ラ人’ g〆＜ようれ技っくらせろ二と乃峨計柵。
．／つ刀～レ1ビ、たか才打、

 で了～、一口に！／〃’、祉蝋れ承商、こ札が非
串に盛んになノエしだ。数学のオでほ沽ろん、承科音

抑に、承舳ころほ日常の敬学上いラ毛のピな＜ち㌣

”批いったよ沖二と衛HQ・准中州フて、文
辞1ノ医の。敢育局の産中もヤれ皇・受1ナて、 したがって乗初に

れ数学ル1教科書とレ／ラとだ俸蝪敬学でし尺れ、iこん

川自侭に紬訂榊須料仰分に入るし、泳ぐつ・れ
／／いよレ㍍汀統計数値、純計〃算、散鮒卓、あ
ろいほ純計図表、そラいラも”べ以前に比べて夕童に氷

ノ入れら糺よし仁、

画平 た循いい方向をたど㌧てし1・るとユ’考え！で74）。

佐藤泉乞いえば’その以荊力）らそラあろべぐだといラ、∫・

ラに考んであ1った、竹木却分が人ノエレ～・州。k
げ幻二卯で’例・クた〃ば、率ノ扱ラ知左がκ’ナグ
挿神乞〃込んで川引）で1げ形だヴ1て㍑クてあ・一
った、いいパカれば十八知れが扱いに㌃れ例・、たとい

うこば、多才仰れれ市ば躍って信づ1“と
忌・レはT。

古フと蝋訂敢斉をそれに仰れ＜」 ^、った舳、

6H叶何年報カレ炉ヤ”〃いラ爽際は、挙れ
期限はフ／1フカてい富力・、たで’しょう、目ネだラていフづ吏

立てて〃・桐ラ”いでしょラ。そして統治η側方）タ
いみば、a才の択憩左統計的にでく6だ1ブ．正雄にっかん

他これいうことばもっと抑ことぢうラ、と、弩いη
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がれ、I ｵ仁が’つていろい多久要な調査左寸ろとぐに、し／

フも調査賃料、けの賃料をでミれ1ナエ雁にれて台
らい仁い、ヤ八て’’θノ李グつ国ノ）状駕左明らカっにすろよラに

して、舳帥に働く、祉会ハた州二貢献ぐセようとい

うこともふは了プμ毛、6HQ舳らいは、純計貢
ネ化使ラと之にで衛だ1ブ統計調査に鮒していラ、
〈して工房仔賃料左去、レていう、これが’、た仰～
／／ε’ったとは＜ば、いJ了れ、

 そ札だ1プレや筋カしま亡んゲら、こっちパて“ゐ仁カ

こつ・しにやって、そして自分〃目的を落てる、こ札け方

糾してはもっとれこばπ。だ㍑’クてみん林
当に協力ぐせようといラとぐには、ヤブは用こラにあ・

れの帥μい七〃ゾればで細いと．もしは了れ、
ばくはそラ思い写がらいっも見ていよレた1ブ‘牝ど台ね、

画平 このごろは5仁ゐべこべに、ブんだん調査に余ノ
協力的でσいσんてししわれ工’丁れ、

伍帳  このごろフラノバシーに関採してさて、才レa財

犀を暴露て6つ合ノイ）どいつ（、統計調糞に応レ写．い、

こラいうことて“い州。’こバ6、紀計調釦む介
しく引ヱしたね。

そ仙1衛庁、こ㍑阜三鮒るルηゾル・一とも・、ヒ

ぐ以林看れい州バ羊て、㌧ラいラ切籏計調
査してい＾で，勅てくれ、というでしょラ。これが’仁

沖らば、てんσに、鮎ぬでし。ラヴれ〃、匁刊咳
なると受ヴ’6方てば忙しいカ）タ、石＾）ほ台ラ何回古来

ろヒ、伺’だ’つて・一といラよバことに”エーす俗パ

付朽古う／フ木（い舳杭州1欄。統計伽尭
泉にル1ゴ云々といって、こつ舳縦の鳳紅ず札る
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、でレよプ．こ札柵計調れいラ川二対して、石ろ一い

は絞れいラ㍑に対レ（、舞σイ参爪くび因独
していれ．もい汀れ。そう、舳よセ〃・。ぼ＜わ、賢・
いよすね。

 こ㍑利卓鮒仰1プ山’、μ〃こザ枢洲
鮒／1球．って・、6うθれ一神〃、〃用一夫婦
の子状の敢は、／’’ ﾊにσつ一たと力・2人年にσクkとい

い工7ね．〈れに関レては、だれも何と古いいエ七ん。

しっ〉・し物価の純計にっいてほ、どラも総理肩純計局伸

表とレ！れ、易易プ・クそいっているというよう㌃こと

いラんでワね。ここ9で純計調査といラ合のは、ブんだ

れ利フしくσってぞ千など、忌しは7ね。

但調調査にレて合液でマσ、狂論調査に衛と問題

によフ㍉れリ（わ”〈踊ヴるけれけ、肝1w券
ん、祉金脈際似伍知ルい、てれにほこれが伽・
らな／北川・ぬ・、これが似・れば’い／化，巴っても、これ・

古プクイバシーといラことにσつて。㍑でく畑いとい

うような二しで、ケ後は統計的調査、統計的調査に多プ

いての助字、紺榊秘にμ幼科れいラ何、
どラ㍑ユが肩、／ぐ工れ・てくだ、わしパレ1で子炉。

画平  も；ラ国フ仁、孝一当にぞラだ’と思うルでてよ。

椎既どラ合そ川ラふラに．もし／灯ね。

所第一、r詞柱間に合ってレ／打ハてレ／わ札ろ〃’

パいれ！失）
伍穣、調査問に合フていろ、「調査間に合フてユ寸一ね．ユ、

（夫フレ＼や、戸宿へ行（ユ7と一、ばくタは老い人に調査

れ肝外ぐれ一でいろ、通ろ人1近者って、「こういう調査

やっていろんでプがこれにれて／たぐい十とヤってる
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んで．てよ、ば＜σんカ）こラ元6と、σ引雰ど弟向1才〃調

支だq、たづ・ら毛うわれわれ調査にσ入ら州。／失）

 それがらいつプ1■ま、九州へ行ったと（に、列車”中で

、ビこの木I享だったカ、、六字の学生で、「社会調査壬やって

いろんで’ひとつぶ疹カくだイい」というんで了、「どこへ

行くんブ、、「自仰〃用で丁力・、、「黄周1ホ残らご7つっ」ヒ

いラよ川質間でね、よパ衡州に、ヤラいラ川手
フρライノぐン！になラカと、もい、みん衛いってヤノエしに

ヴれどもね。いやこ”ごろ本当にうゲつに・午横ぐたも聞

仰いηも〃。（失）

師く吋沌生、工s工国紙計協柵似の…一・。
准蘇これほ私叶だ’吋ば’れ㍑1ナで’、スれを計皿し民

ソqんヵ）了る〃げ森四くんヒケ…・…

画干 弧後のどぐには／ギソスのみ竿・寄ノ、7イγン・ヤ

！はんが告采た、

伍展あηどぐ一はフィンシィー未ユし仁仏、フィッシャ

！が未亡といんばピ了ノンが亡くqったってい？仁存。

已・∫・ピ7ノンが、6ザ多に亡＜写ったで7。一あれ
もこの間末たユ∫ユパスタティスティカ1レ・レビュー・
に余でましたね、ヒころカ＼’午鋲見たタ、・石ρ人1丁ばくよ

ソ！つ剃・フたて“了㌃。／〃2技ル、7イソシグは
／〃0年でした仏。未イマンほ／872年分ワ、私と／〉2年
前後のように1，もっている．ので㌧T、 ネイマ・ン先立は、存命

は存命らししいナルども、足小弱ってあエツ外へ土㌃いと

炉いうこ一ヒを、この問、了／’ノカの人に聞交二した。・
 フイ／ンマーだ’ワでした㌃・。あのとくイキソスつ・ら未

ブニーのほ。てれつ・ラ7人ソカガ9ネイマン。そ”ほ生にど’
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ん㌃人が来たんだ乃）、ち5っといよ覚えてエセんヴれど
も。

 ／っ舳企したことをい／／よれ、形和／6年に統計科

1柵肋が創μねして茅ハ収会が、広脈学て“易
つ仁と思うんでブ。てれ。炉らその次にか州た1芋炉7。ヤ

μ何もラ戦予かだ’〃ル押、に㌃、て、物船不足
しよれね、勉も非礼禾促にσつピラでした1ル
以、九州た1字の理学舞で第2回目が、ち・フとい維

」汰れ越いんで丁1プμも1
た洋て“紋理紀計学左取ツエヴて舳にやつ仁川！

つI ﾍン九州が㌧未衆初ご易ったと．迅うし、それ乃・ら当面、

納桝ごろに在州では丸ム伽節〈ん．戦使μ藤昭
μん、／ト野ム支頚くん、内脈紅ん、勺／／ラ5ラ
㌃人がい3し民。

九州に竹く員には碍多の駅地所に酒ホブ・で何
μ台、ここばよμんでいフばいでぼね。皆、踊万
カ・ら帰ろ人やラ術に行く人で、それくに思い缶一寸／

刊、当卯食餓が〃くらいだつ帥．といラこヒを
思い全ブんで了プμも、仙帰ハニ弁当買幻仁クて一
σいでてつ・らね、一管夫左持、て栢に〉白まる始末でし仁、

て”ヒくの帰ソに九川くんのところへ者って、加川kん

〃これソ飯ごし領ラになクて、ふ弁当乞ごしらえで
台’ 轤ﾂピそれを持って柳異へ帰ったんで了わ・ちみラ
ど夏でして、ソフツークア／7にxれて、尺阪つ）ら乗って

カ教ム。尺阪乃・9私泉の、肋線といラのが者時ゐノ．エ

レたヴルども＿それに乗って、そして〃虞は次に乗ソ沢
いご国鉄で打つたんで了小’、ノ昼飯を食べよラと，もっ仁5

ソユックプゾ7に入れモ弁当ベクいんで7みいっの間
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に炉どられ仁んで㍗5。汽ラいう戦時中栃。だ’乍ら仙
11 汲�ﾉ会れいっもそラいうんでマよ、あれくにみ
宅でごちそうに行って弁当をいただレ）て、血中ソユプノ

サブ7つ㍉とラ・㍑ニブて、当時は、虹彩よノも喰物
れる方が大寺ヂ、けヴでし・よプJ．／笑）

 それ炉う、これ告これ（再統計』）に者レ／てあるんで了プ

れビも、麟原松二勢くんは、大学で刀審率ヤ統計を講義て

れにかどうつ・知ノニて二んヴと’’、誰賂先生の話で（ま席訴松

二牝＾／／ラ人1ま杉の意味で尺学教授ヂフ戸。とい

うれ文献について1工知紬＼広いし、㍗中ら硬杉いい
し、ゐ〃人1手ヰ者〃た学敢柊ピといづていよしたね。

 この仏は、戸純計歓頼先パ軍／号とわ号ピ石窟
率論、係長徹1字、紀訂歌学苓に艮け’ろ／ク・0年以荊の文脈

雌・川ラグ）を発表くれ斥でマよ。これlJ伺州とで
ほ、役に立つと，もラんで“丁5。

 これ㍍、仙2づ脇波乞聞いヒヒがμ’だ
ヴでブが、わにむぢ口をい和牝・㌃い、みクし．ヤクと

は定に1手っこソとして、筋紐フμ考に詩パくれ1
ろ先生でした。

 束わた1享小てくる．とくに・、簾浮利喜六節くんべ簾床く

ん・に、以麦北人1字の碑弗に拠柵ヵ・、でぐろんぢ’、み・

㍍竹フてギ”数学敢星乞フくれ川われたそうで子
よ。 これは掛谷くんの諾で了。ところが藤床くんは、「ビ

ラ杯ほま雌＜て、ぢ5っヒそμじ’一い乃・ら、ど
σたカ・年頭M人をひヒワつげていたブワユ芒ん乃っ・どい

つヒビれ炉逸。行人がい抑。といフたジ杯鴎イ
土バいいぺい打・「それ”乃・6う・ヒいクこピに
ブ5った、これ1ま胤谷先土が州レ＼た請で7．
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四手 杯くんIはヤのころどラ㌃ぐつてし1仁ので“ブ力）。一

任棒何時柵束末商抑範学技の趾ごレ～伶聞
伝＾どころで’’ほ、材（んに対して峨浮く〃〃a
を乃1ヴてい帥・つたといラ詰ほ川ηプμ仁、こ札
はちふっとわ乃つユせん。とに／1・く藤フ原松二郎くんが藤

浮ぐんに匂炉って、年配の人ピー箱にやってくれ書いと
Iち5クとへ杉と官いといわ．牝たんで、琳ぐんが行くよう

にσった、これ榊賂先天の話で寸、
、重チ 穣原くんの戸微ガ積分学、でプ生。人ぐσオ小馬

った、

佐藤 それ乃）ら戸代歌学ψとね。

好一た竹本で頂びでブ札
ノ友簾  とに力・く問題台仁くでんゐって，掛谷危生の弟で’

1工非串に篠恥んを舳てしはし納、「鮒、1君μユル
写がら〃木学私授だ、あれはビ知的で扇脳明的σ人はわ

れんオし同好配の中にはい♂いレ、あればど文献J（許しい

人も珍しい一、こラいわれたでマよ。ここ（統計「数理統

計学影年（／＋）一所載ハて訂／てあクユブ。疎化た学の

教挺鰍くん雌和ん朽似小ると力・、「これ1扮

批幻）ら鰍利ダ紐んの雄と．して開力叶・去
れ老いて刈打。
 もっとも藤原ぐんとレ1ラ人は、冷度は後にσろヒ和年

の砺に打払よれた。だカ・9非常に頭の広い人だった’
んでしょラQ。もフともそ」の文献は、東丸た学〃牧学者欠

星の図孝星にある告。と、第！生榊采陳相互会者Lの図÷多

真にあるもn、久命保険会社協会の図着室に易るもの、
日孝生命伴際会祖の図者室に易易舌の、そラいう毛”を

す÷と掲ヴて〃ユし㍗のβ文ロユ、これパ生命保
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陵余和協幻補’州二よ・つて、保険教学の、歴史貞獅泣遂ン

伺丁る川ラ州で集小れ仁。ヒ考し／て川ηな。
だからこれに対して、今帥／7〃年雌〃酔、係陳牧
学、糸た訂安文学に関ずる文駅乏、ど㌃たがどつつ・カ）ら補助

をもらって集カ5れるといいで了れ、／9・・舛つ㌧以後加

年でプが夕相当あると民ラんで7。こラいラ文献小’易ろ

と非常に後々の人は助力ソユブ仏。

枢’張戦後、林木学では、イ可坪ごろに有ノよブ介、木

琴脆の中に緬寸学科左置くように～たで市w、肩序
・こん州†レ）で。こ刀打大学爪卵伸、計学科につ

いては、尺よ榊二とは、叙光一〃ことで承知して
いたノして汀1プどれ。その後再純計学へのいざσレ、』とレ＼

ラの小あって、増ムくんの乃刺ピ・φ、していよ7q、者ノつ㌧

れレ用幾人力・の人で。昭和刃年で了、いよこれ乞見ユ
マと、ここ刀、木学腕川多ナ課程の講義綱目のララ・数理就

訂鰍〃のピて篠靴訂箱、敏理統計請、数理徒計
時制）、敬屡統計時私）、寒鮒五広ω、寒綜すゑ加入
それ4・タ標本調章広ω、楳寿詞似C・ノ、雁一率過荏蒜、こ

れが灯、．てれヵ㍉博寸課程のカロJ、異駅計風誘特殊

府呪、標本調査読特殊研究、敬理旅訂誘特殊獅宛（リ、紋
理紬ナ論特殊仰紬）、雁孝赫、訂訪朽殊厨宛、〈ラいラも

の～1てい灯ね。ここ”綿圭担当ぐ、れた人ゼては、
吉田耕作くん、宮沢尤一くん、てれ力㍉婚ム元二郎てん、

津村善郎くん、それ力フラ希簾全一砕くん、坂元一千八（ん、

／ト河床正己くん、森口衆！づん、ヂ麻清二づん、瑚看杖

／くん、こう書ってレは了㌃、

 似れハニ館ぐんと峨手中に1引舅砂い工した
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q．こ。人は束爪の二字却の計算却門乏千臭力）フてぶら牝

よレて、純計徴理府屯所小で（た当卵、ここの評議，買

余の評議買で、それでもよ＜会しはしたし、ここの問愚
でほす’い、∫くんム内ぐんし梼一丁ることバ〃イ）フ戸で了ρ

 こ〃ノJδ茅ユ次久戦中は犀や庄葦界の才貝諜。促というイ・、

専了ろに崎門が柳」で、計測〃でしたか、結局1戚許
ぢヴ’でσしに言立メ列！般の二とを一やってぶられ仁し、唱いj

子ね。

 それ乃・ラ斎雁斉くんの二とが知目金てみノエした。こ

の人は木工／3卑め東人の牧学の大身で’、てぐに茅一生命

尿阪じ＼られにんでしょう乍ね。私が斎藤ぐんと梼触て

ろよラにσフたのはぺ純政府の評議員友の評議夏のとぐ

で、当舳第一旦命床榊雑役でした、こ胴師に
ほ評議更姉にチ手川ラ〃んば㍗。幸初併
手、それヵ㍉評議更、評議∫員会長ぐられユして、非串に

純計教算所牝所の、二とに研％所の人等面のいろし、うq

間覆にフいて、希脹くん骨折クてあちこラ飛び回って＜

れだで寸よθ

 このんのふ父くんは斎藤・賃くん。海軍木将で朝鮮総盾
互ぐら・れたノ、てれつ）ク内閣純理爪艮をやられ仁古刀表

嗣子σんで“7。

 みもレろ．い話が易ろん。で7よ。赤簾賃くんヒ、そ木乃・

ら当時呉菜象で項乃写人、木五のころ葉菜弁でほ肩肩仔

続停陸㍗二㌣㌻以㌶㌶た旨禁㍍
し／んで’、一循に夜尋してレ／ろとぐに、「みよ広のところに

〃’房子狭小五ユれ～、生ユれた目にオレにく小よ・と
！・。ピうで子よ。「ル、よし一ヤろ・ヒこ？い1て、生
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よれ仁ヒさに、「ふ‡んどラ了ろが、と斎藤（んに電話入

れピよレもらラ。とい一で、それで’’いわれト㍑
しいて了、プ（之く㌃ってもうったんじゃ包く（、 もラー生

よれφせい㌃ヤつ粛簾てんの方にもらつた、

 これは斎簾くん・と同排で、斎紅んの自叙伝を緬ぐん

した、犀史舳五で、斎藤斐章というんでマベ私棉
・婚のし之のイ中人してく牝た人で了、 この人乃・ら聞づ）でれ

たんで了。

函千伽・私け1畔一仏カ・ら古伺つりラ城がし
まマ。伺力・南寄学技二箱ぢつたぐらい㌃んで7が。

佐藤そうη・苦しれユセん。二の人は声楽、戸へいい人

で、第一主命で箪査使よノポ． ｶこ枇頁に声楽沸
尊皇子ろ〃三だ’つμいラくらいにラニい人でし一騎。

そ・のヒ〈け水野坦くん毛’相者うよし／人でI†プれども、希

蘇ぐんのは果に殿棒茎ヒいラよハエ、易易レ／う人、珍し

いて7仏いレ1戸でし帥、ここご忘年・れ〃でよく
やタれた。

研NHKパ〃自慢〃第ユ師ゲ伺かで歌曲茅
／位とか、’

イ狂藤そ札グ5絵もよ子でしにね。いわゆるチャーチル
余とし＼クて、日。幸の一チャーチ1レ会のそうそラεろメンノベ

！だ’フた、

面子私たラの国民性の調査で／lつピもつ春初〃質問

は、撮れ交切とし”易に王ユれてぐたい乍、女に
炎ま札でぞたい・つ）といラんで了ケれども、元天王ユれ．支

わっていらフしつ一、また統綱弦“い汀乍1
（幻
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佐藤 よ石ヤブろと艮いユノア仏、し＼や土5れ支わフてやる

れいいよしたら、やつはノやノよ力、散学ヤる柱
1／ったら、数学やノ灯。純杵敏学や／η炉、紬を

やノ寡子力・といったら、やつはノ純計の方でし5ラ㌃。

やソ打と．巴し／よ7。

 しっ）し、ユ∫ユ’〃ご’ダを見二7と、どラもこパ
’〃の純計学切やっている二と帆介し色ざ火も、

以豚象に柳るよ沖紬にしてくれ、付～更際
に舳うれねラにしてばしい。式は。ケノ才、ててけ
て切れ・われには使い毛のになタ肘／／うことを暑いで

ある、1

面子衛．国内でも数学のμノ鮒な一いθ才統計触
とか、〃川ユ全国綱協会紗会で’す炉、全糸絡とレ・
ラようなと一ころ、易あし＼ラところとこラら刀所玩二着とレ＼

う〃銅1散μヤっk感じで、そ村ろ、しかし国内
で告肌つ・し領やって／／ラ戸似始力でいηがら、
そララ刀協力はこ水がタ‡仁ラニ＜いくノ（ノじゃσい乃）と

鳥う一ノ（ノで7けれど参∵先ばと工話しし仁よラに、テ㌧夕

以レでく“ろ方が「調査間に合フてい汀、フセ、
こラ竹どラすれば一・・”

佐藤これが、tす’勿・しいて了σ、

汐千本当の祉会教育以外にどラレよラれし1、

佐藤 これ乏協力して台らラた力に統計琢育を盛んにし
仁セフ’で一丁よ、瓶づ乏のσH0がレε〃は、・これをと1一うレ

たらいい力）といラニとθ「協力してくれれ脇竿あ1ア“ユ．工

じφダ㍑マ々。いやど付メー間とし／ラも川むで力・し
いも／（ノて㌧ダ。

微で納問駈納1gに、神的に推して、てし
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て税計的、科学舳処理しよう、こラいってやララ〔
ろヒ、7ぐ協力乞得られ書いて㌧Tよ、私σん炉以前にI一も

フた舳、しは、自～受仰っている子供の学力1城
足立へぐレベルにあるゲ倉い力）、それ豆調べろた力にi享、

やつはソ全国的σレベノレがら杵んとわが、てし1書いと、

何ソ川収用・か｛レ1ていラ、白州雄ビ
けご、劣る川ユ自分の程疎だ一ヴでレベルは分っても、本

当の．レベノレにσラぬ。そこで／全国自9に、アンブリングー麦

やう領やとレ1フて、ヤブろラ灯れ、缶ラ7ぐ問題で
寸よ。サンプgソ．シグに応じてくれい1
．以前で子と、それをやられて麻1績が’下ぐわノつ・ろと、ど

ラもμこちで唱に力ソγカって＜ろ、だ’～や灯い・

それでσ＜ても未分ヅとη〃1几／やだ、こラいラ
ことにσろ、個人の場合乙’、〆荊私小机計台夕ψ楴をや

るラと、弩って、すぐふ’っカ・イ艘∴で何1・といク間

創ユ、もラそれで了れ。

 い／フは責舳確㍑ノよレけれど’も、そうい
ラ賞舳だμ分してくれ書いで刀、公の国にいって
も泉にいフても余レてくれσい。て6とどっ力）でまた奇

イ位とレ／ラニとて“しょラ、

 ㍑は寄イ寸皇ポ、て、卿併（・数学についてム

肴以駈で一たんで州とご州・そ〃ぐに竹
枚で得た券案を採急して．それ衛と〃、それが真だ（
さりいうちに、戦子が拍エクて、ヒうピウ中魚牛1筋に終

中フ㍉って、ハ．β、c．P、εけ微の瀬が乃
って、A、β、げ1ナは全都答躯調べて、屯敬仰いだ
んで丁が、・ρ、帥鮒ほκつ帖いで置し／ていた1

ピ州牌左／ブラス戸〃印に入れて斬に垣いと
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し、たでしふラ。戦予ご呈襲、空襲でしみラ、それクタ戦’

手が済んで、もラブタコ“タレていろ間に、谷栗が／っ戒

ソ2一フ城クして、残ツ少σく㌃ったソ／Jんつ）して、調へ・

た結果は、私〃却尾に置いて工・し／たのか、私小千葉尺へ

叙任レて、ての後一とこに行っ仁カ・〃・らσいご了。

一通調べ失そう城フて、とび何閲緬に、餌
に入っにヒぐにそういラ台のが易ろ4）書い力・見てくれろ

ヒいって瓶んだんで了が、σつ・σ力・企てこσい。缶ラ自

分で打って廠フてみようつっなと、唱うヴれと・台、公の積関

といラ川そラ簡単に入ら立てくれ／1で了れ、
 これ官ノレつ・当時寄イ寸全2万円缶5つてやったんでアブ’

どね、者紬2〃といラ川たしたもので’子よ。よあ
いずれにしても、クユースチョネー了もむずつ）レしいブ．れど

も、丁ソフ・ソー：／グ台む子かしい。理蒲的ケ考え方を才でち

立でろ〃J自由にで衛了が、、実榊帷問題帥炉卿・

…… B紬局ブカ）タ楽土物とが、人間〆升の生物左対象に
てろば4）一一一。（笑）

画平  レや先天、てんσどこラて｝（よラは終わうしてい

㍑’いて、二の次ほ末田丸其とご一絢（あ願いをいたし
ユブ。
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